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楊
炎
の
両
税
法
の
見
居
原
則
と
銭
数
・
銭
納
原
則

日

野

開

良B

序

雷

劃
期
的
な
新
説
法
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
唐
の
楊
炎
の
両
税
法
は
少
く
と
も
六
つ
の
重
要
な
原
則
か
ら
成
っ
て
い
た
。

こ
の
う
ち
、
単
説
、

両
国
限
月
徴
収
、
量
出
制
入
、
戸
対
象
・
資
産
対
応
（
戸
産
対
応
）
賦
課
の
四
原
則
に
就
い
て
は
、
「
両
税
法
の
基
本
的
四
原
則
」
と
題
し
て

先
に
法
制
史
研
究
第
十
一
輯
に
発
表
し
て
お
り
、
本
稿
は
残
り
の
見
居
原
則
と
銭
数
・
銭
納
原
則
と
を
取
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。

両
税
法
の
六
原
則
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
重
要
な
意
義
を
も
っ
と
同
時
に
相
互
に
密
接
に
聯
関
し
合
っ
て
い
る
面
も
あ
っ
て
、
他
の
諸
原
則
か

ら
切
離
し
た
一
原
則
の
み
の
考
察
は
そ
の
充
分
な
理
解
を
妨
げ
る
恐
れ
が
大
き
く
、
ま
し
て
六
原
則
か
ら
成
る
両
税
法
の
佐
格
は
全
原
則
の
総

合
的
考
察
を
ま
っ
て
初
め
て
論
断
し
得
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
全
原
則
は
当
然
一
括
し
て
一
楠
に
扱
い
、
分
散
的
取
扱
い
は
絶
対
に
避
く
可
き

で
あ
る
。
そ
れ
を
敢
て
両
稿
に
分
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
専
ら
紙
数
関
係
に
因
る
発
表
上
の
都
合
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
初
め
は
問
題
の

本
質
に
応
副
し
て
「
楊
炎
の
両
税
法
の
諸
原
則
」
と
題
す
る
一
稿
に
纏
め
て
い
た
の
を
、
止
む
な
く
両
稿
に
分
断
し
、
両
税
法
の
骨
格
を
構
成

す
る
四
原
則
を
一
稿
と
し
て
「
両
税
法
の
基
本
的
四
原
則
」
の
題
名
下
に
先
ず
発
表
し
、
主
と
し
て
運
営
面
に
関
す
る
表
題
の
二
原
則
を
此
所

に
発
表
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
本
稿
の
胃
頭
は
直
ち
に
前
稿
の
末
尾
に
接
続
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
か
ら
章
節
の
立
て

方
や
行
文
の
形
式
内
容
な
ど
悉
く
前
稿
と
連
続
す
る
た
て
ま
え
を
取
る
こ
と
と
し
た
。
従
っ
て
叉
先
稿
に
論
及
し
た
四
原
則
に
就
い
て
は
一
切

楊
炎
の
両
税
法
の
見
居
原
則
と
銭
数
・
銭
納
原
則

＼ 



〆

楊
炎
の
両
税
法
の
見
居
原
則
と
銭
数
・
銭
納
原
則

こ
こ
に
反
覆
せ
ず
、
直
ち
に
残
り
の
ニ
原
則
の
考
察
に
入
る
こ
と
と
す
る
。
叉
先
稿
に
於
い
て
は
四
原
則
の
各
々
と
そ
の
相
互
間
の
関
係
と
ぞ

究
明
す
る
に
止
め
、
全
原
則
の
総
合
的
考
察
を
ま
っ
て
打
出
さ
れ
る
結
論
は
当
然
差
控
え
て
お
い
た
の
で
、
本
稿
の
末
尾
に
そ
の
総
合
的
な
結

論
を
添
え
、
前
稿
の
不
備
を
填
め
合
わ
せ
る
こ
と
と
す
る
。
要
す
る
に
、
本
稿
は
「
両
税
法
の
基
本
的
四
原
則
」
と
題
す
る
前
稿
に
直
接
接
続

し
、
両
者
合
し
て
本
来
の
一
稿
に
還
元
す
る
関
係
に
在
り
、
勝
手
乍
ら
両
者
を
合
わ
せ
て
必
ず
通
読
せ
ら
れ
ん
乙
と
を
予
め
希
っ
て
お
く
次
第

で
あ
る
。

五

見

居

原

則

両
税
法
の
見
（
現
と
同
義
）
居
原
則
は
前
述
の
戸
産
対
応
原
則
と
関
係
が
深
く
、
両
税
法
の
運
営
に
於
い
て
戸
産
対
応
原
則
の
徹
底
を
は
か

る
法
的
根
拠
と
し
て
の
役
割
を
受
持
ち
、
両
々
相
ま
っ
て
史
上
に
名
高
い
土
断
や
輸
籍
・
括
戸
等
が
ね
ら
い
と
し
た
趣
旨
を
法
制
面
で
仕
上

げ
、
国
民
の
編
籍
法
に
大
革
新
を
費
し
た
も
の
で
あ
る
。

（

I
）

原

則

の

内

容

唐
会
要
一
詩
人
租
税
の
項
の
楊
炎
の
両
税
法
案
の
一
節
に

戸
無
土
客
。
以
見
居
為
簿
。
人
無
丁
中
。
以
貧
富
為
差
。

と
あ
り
、
同
じ
項
の
建
中
元
年
正
月
五
日
の
条
に
収
載
せ
ら
れ
て
い
る
両
税
法
施
行
を
宣
布
し
た
赦
文
の
一
節
に

計
百
姓
及
客
戸
。
約
丁
産
。
定
等
第
。
均
率
。
作
年
支
両
税
。

と
あ
っ
て
、
両
税
法
は
土
戸
（
百
姓
）
客
戸
の
別
無
く
一
切
を
見
居
（
現
在
地
）
に
従
っ
て
簿
に
上
し
、
資
産
対
応
原
則
を
以
て
均
率
に
課
税

す
る
定
め
な
り
と
し
て
い
る
。
土
戸
は
土
着
戸
、
即
ち
本
籍
地
居
住
の
戸
を
指
し
、
郷
居
地
着
戸
と
も
呼
ば
れ
、
客
戸
は
他
郷
客
居
の
戸
で
、

本
籍
地
外
僑
住
の
戸
を
指
す
。
冊
府
元
亀
一
清
一
邦
計
部
・
賦
税
門
・
元
和
十
五
年
二
月
の
条
の
穆
宗
の
詔
に
建
中
両
税
法
の
遵
奉
を
申
命
し
て



建
中
元
年
己
来
。
改
革
旧
制
悉
帰
両
税
。
法
久
則
弊
姦
弦
益
生
。
自
今
己
後
。
宜
准
例
三
年
一
定
両
税
。
非
論
土
着
・
客
居
。
但
拠
資

産
不
。

と
あ
っ
て
、
明
か
に
先
の
「
戸
無
土
客
」
を
「
非
論
土
者
・
客
居
」
と
い
っ
て
い
る
。
賎
民
を
除
く
一
般
人
戸
は
す
べ
て
土
客
何
れ
か
に
属
し

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
筈
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、

コ
戸
無
土
客
以
見
居
為
簿
」
と
は
一
切
の
民
戸
を
そ
の
現
住
地
に
於
い
て
簿
に
つ
け
る
意
味

と
な
る
。
然
し
両
税
法
は
資
産
対
応
を
そ
の
重
要
な
一
原
則
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
簿
に
つ
け
ら
れ
た
戸
が
す
べ
て
そ
の
ま
ま
担
税
戸

と
な
っ
た
の
で
は
無
く
、
無
産
一
戸
は
当
然
不
担
税
戸
で
あ
っ
た
。
会
要
珪
八
租
税
・
建
中
元
年
二
月
十
一
日
の
条
の
両
税
法
施
行
の
条
請
中
に

其
鯨
寡
悔
独
不
支
済
者
。
准
制
放
免
。

と
あ
る
は
、
両
税
法
施
行
当
初
の
不
担
税
関
係
を
伝
え
た
唯
一
の
記
事
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
牒
卒
に
鯨
寡
慢
独
で
生
活
困
難
な
者
の
免
税
規
定

と
解
す
る
な
ら
ば
大
き
な
誤
り
で
あ
る
。
冊
府
元
品
明
暗
畑
邦
計
部
・
一
戸
籍
門
・
元
和
六
年
一
止
月
の
条
の
衡
州
刺
史
呂
視
の
上
奏
に

当
州
旧
額
戸
一
万
八
千
四
百
七
。
除
貧
窮
・
死
絶
・
老
幼
・
単
孤
不
支
済
等
外
、
堪
差
科
戸
八
千
二
百
五
十
七
。

註
ー

と
あ
っ
て
、
衡
州
の
旧
来
の
額
戸
数
一
万
八
千
余
の
う
ち
、
堪
薬
科
戸
（
担
税
戸
と
同
義
）
は
約
入
千
、
残
り
約
一
万
は
不
担
税
戸
で
あ
っ
た

と
い
い
、
そ
の
不
担
税
の
所
以
と
し
て
老
幼
単
孤
（
蹴
寡
恒
独
）
不
支
済
の
み
な
ら
ず
一
般
の
貧
窮
不
支
済
を
も
あ
げ
て
い
る
。

こ
の
担
税
・

不
担
税
の
振
分
け
は
建
中
以
来
の
規
定
に
準
拠
し
た
も
の
に
外
な
る
ま
い
か
ら
、

「
銀
寡
悔
独
不
支
済
」
な
る
建
中
の
条
文
は
、
老
幼
単
孤
を

代
表
的
な
一
例
と
す
る
そ
の
他
全
般
の
無
産
困
窮
者
を
広
く
包
括
し
て
い
る
も
の
と
解
す
可
、
き
で
あ
る
。
無
産
戸
が
す
べ
て
不
担
税
と
せ
ら
れ

る
の
は
資
産
対
応
原
則
の
当
然
の
帰
結
で
あ
る
。
両
税
法
の
一
戸
産
対
応
原
則
は
こ
の
様
に
無
産
一
戸
ぞ
不
相
税
戸
と
し
た
が
、
同
時
に
有
産
戸
は

悉
く
担
税
戸
と
す
べ
き
紘
一
向
の
も
の
で
、

こ
の
担
税
戸
へ
の
編
入
は
そ
の
戸
が
土
着
戸
で
あ
る
か
客
住
戸
で
あ
る
か
を
間
わ
ず
、
そ
の
見
居
の
州

県
の
簿
籍
に
上
せ
た
上
で
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
無
産
戸
も
や
は
り
上
簿
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
不
担
税
一
戸
と
し
て

担
税
戸
と
簿
を
別
に
し
た
筈
で
あ
る
。

乙
こ
に
云
う
見
居
原
則
と
は
右
の
定
め
を
指
す
。

天
下
の
戸
は
す
べ
て
土
客
の
何
れ
か
に
属
す
る
か

初
炎
の
両
税
法
の
見
居
原
則
と
銭
数
・
銭
納
原
則

、
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楊
炎
の
両
税
法
の
見
居
原
則
と
銭
数
・
銭
納
原
則

p_g 

ら
、
此
の
原
則
に
依
れ
ば
一
切
の
有
産
戸
は
悉
く
担
税
一
戸
と
な
る
。

つ
ま
り
見
居
原
則
は
天
下
一
切
の
有
産
戸
を
現
住
地
の
籍
に
附
し
、
戸
産

対
応
の
原
則
を
以
て
洩
れ
な
く
担
税
せ
し
め
る
醜
い
の
も
の
で
、
特
権
的
な
免
税
は
全
然
容
し
て
い
な
か
っ
た
。
有
産
戸
が
そ
の
資
産
に
応
じ

て
担
税
す
る
は
戸
産
対
応
の
税
制
下
に
於
い
て
は
本
来
当
然
の
こ
と
で
‘
更
め
て
そ
れ
を
強
調
す
る
必
要
は
な
い
筈
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
敢
て

別
の
一
原
則
を
以
て
強
調
し
、
客
住
戸
の
現
住
地
附
籍
を
条
文
佑
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、

そ
こ
に
そ
れ
相
応
の
理
由
が
あ
っ
た
も

の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

（

E
）
原
則
の
革
新
的
意
義

両
税
法
の
見
居
原
則
は
一
戸
産
対
応
原
則
と
相
ま
っ
て
天
下
の
一
戸
を
そ
の
土
客
の
別
に
拘
り
な
く
有
産
担
税
戸
と
無
産
不
担
税
戸
と
に
振
分
け

た
が
、
然
も
一
戸
の
土
容
別
は
こ
の
両
税
法
下
に
於
い
て
依
然
と
し
て
存
続
し
、
消
滅
し
て
い
な
い
。
旧
唐
書
功
一
徳
宗
紀
・
建
中
元
年
末
の
条

t乙

是
歳
一
戸
部
計
帳
一
戸
。
総
三
百
八
万
五
千
七
十
六
。

と
あ
っ
て
、
両
税
法
を
創
始
し
た
建
中
元
年
末
の
計
帳
戸
数
は
大
約
三
百
十
万
で
あ
っ
た
と
い
う
o

通
典
略
歴
代
盛
衰
戸
口
の
巻
末
筆
者
自
註

こ
の
三
百
十
万
は
約
百
八
十
万
の
土
戸
と
約
百
三
十
万
の
客
戸
と
か
ら
成
っ
て
い
た
と
云
う
。
全
唐
文
橋
一
所
収
の
社
佑
「
省
官

に
依
れ
ば
、

議
」
の
一
節
に
は

自
聖
上
（
雑
）
御
極
。
分
命
使
臣
。
按
比
収
数
土
戸
与
客
戸
共
計
三
百
余
万
。
比
天
宝
中
糟
三
分
之
一
。
就
中
浮
寄
伺
五
分
有
二
。
出
租

賦
者
減
耗
若
此
。

と
あ
っ
て
、
総
戸
数
三
百
余
万
の
約
四
割
、
即
ち
約
百
三
十
万
の
客
一
戸
（
浮
寄
）
は
租
賦
を
出
3
ず
、
担
税
戸
は
約
百
八
十
万
の
土
一
円
に
限
ら

れ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
然
ら
ば
両
税
法
下
に
あ
っ
て
土
一
戸
と
呼
ば
れ
た
者
は
有
産
の
担
税
一
円
、
客
一
戸
と
呼
ば
れ
た
者
は
無
産
の
不
担
税
一
戸

で
あ
っ
た
こ
と
と
な
り
、

こ
れ
を
逆
に
云
え
ば
、
有
産
担
税
戸
は
総
べ
て
土
戸
に
編
入
せ
ら
れ
、
無
産
不
担
税
戸
が
客
戸
と
せ
ら
れ
て
い
た
わ



け
で
あ
る
。
土
戸
は
土
着
一
戸
、
即
ち
本
籍
地
居
住
の
戸
で
あ
る
か
ら
、
見
居
原
則
と
戸
産
対
応
原
則
と
に
よ
っ
て
新
に
担
税
戸
と
せ
ら
れ
る
有

産
客
戸
は
、
同
時
に
現
住
地
の
州
県
に
本
籍
を
附
せ
ら
れ
て
土
一
戸
と
せ
ら
れ
た
わ
け
で
、
見
居
原
則
は
一
戸
産
対
応
原
則
と
相
倹
っ
て
有
産
客
戸

の
即
時
土
一
戸
佑
、
即
ち
客
戸
の
有
産
化
即
土
戸
佑
、
換
言
す
れ
ば
全
有
産
客
戸
の
即
時
土
戸
佑
を
は
か
る
も
の
で
あ
っ
た
と
云
え
る
。
無
産
戸

は
簿
籍
に
の
せ
ら
れ
で
も
、
そ
れ
は
そ
の
州
県
の
本
籍
簿
で
は
な
く
、
客
一
戸
の
簿
籍
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
両
税
法
の
こ
の
原
則
の
下
に
客

一
戸
と
し
て
残
さ
れ
る
者
は
、
法
を
潜
る
欺
隠
の
徒
は
別
と
し
て
、
法
規
上
に
於
い
て
は
専
ら
無
産
不
担
税
戸
の
み
と
な
る
。
担
税
力
を
も
っ
有

産
客
戸
の
現
在
地
附
籍
、
即
ち
土
戸
編
入
は
、
夙
く
南
北
朝
時
代
か
ら
唐
の
開
元
中
に
至
る
迄
時
々
大
が
か
り
に
行
わ
れ
、
土
断
・
輸
籍
・
括

戸
等
の
名
を
以
て
史
上
を
賑
わ
し
て
い
る
が
、
見
居
原
則
も
つ
ま
り
は
土
断
に
外
な
ら
ず
、
冊
府
元
亀
一
清
一
邦
計
部
・
賦
税
門
・
建
中
元
年
二

月
の
条
に
両
税
法
を
評
し
た
原
註
を
挿
入
し
て
「
人
不
土
断
而
地
著
」
と
ゐ
る
は
、
見
居
原
則
が
土
断
の
名
を
用
い
ず
し
て
土
断
と
同
じ
成
果

を
粛
す
有
産
客
戸
の
土
戸
佑
政
策
に
通
じ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。

両
税
法
は
そ
の
見
居
原
則
を
以
て
天
下
の
一
戸
を
そ
の
土
客
別
に
拘
る
こ
と
な
く
有
産
担
税
戸
と
無
産
担
税
戸
と
に
振
分
け
乍
ら
、
そ
の
両
税

法
下
に
於
い
て
土
戸
・
客
戸
の
別
を
依
然
と
し
て
寄
置
し
、
有
産
担
税
戸
を
土
戸
、
無
産
不
担
税
一
戸
を
裕
一
戸
と
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
両
税
法

が
無
視
し
た
土
・
客
別
は
両
税
法
下
の
土
戸
・
客
戸
と
そ
の
分
別
の
基
準
を
異
に
す
る
両
税
法
以
前
の
土
戸
・
客
戸
の
別
で
あ
っ
た
こ
と
と
な

る

つ
ま
り
両
税
法
の
見
居
原
則
は
従
来
の
土
客
別
を
更
改
し
再
編
成
し
た
革
新
的
原
別
で
あ
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
果
し
て
然
ら
ば

そ
の
革
新
的
意
識
を
明
か
に
す
る
立
場
か
ら
、
そ
れ
迄
の
土
・
客
分
別
の
規
準
と
そ
の
推
移
と
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
然
し
先
述
の
如
く
、
そ

れ
は
土
断
・
輸
籍
・
括
戸
等
と
呼
ば
れ
る
歴
朝
の
大
問
題
と
聯
闘
を
有
ち
、
唐
代
戸
口
政
策
の
一
環
と
し
て
長
大
な
専
考
を
要
す
る
の
で
、
詳

細
は
更
め
て
扱
う
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
大
筋
の
概
観
に
止
め
て
お
く
。

唐
の
租
庸
調
時
代
に
客
戸
と
対
用
せ
ら
れ
て
い
た
土
戸
は
、
現
住
地
に
定
着
し
て
本
籍
を
住
所
の
州
県
に
編
附
せ
ら
れ
て
い
た
有
産
戸
で
、

編
戸
・
居
一
戸
・
実
一
戸
・
百
姓
、
叉
は
単
に
戸
等
と
呼
ば
れ
、
一
戸
産
の
大
小
に
よ
っ
て
上
上
よ
り
下
下
に
至
る
九
等
に
分
け
ら
れ
、

こ
れ
が
此
の

拐
炎
の
両
税
法
の
見
居
原
則
と
銭
数
・
銭
納
原
則
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時
代
の
担
税
一
円
で
あ
っ
た
。
租
時
制
・
一
戸
税
・
地
税
・
兵
役
・
色
役
か
ら
消
極
の
景
科
に
至
る
一
切
の
税
役
を
負
担
し
て
い
た
の
は
す
べ
て
土

戸
で
あ
っ
た
。
土
戸
に
対
用
せ
ら
れ
る
客
戸
は
本
籍
外
の
地
に
浮
寄
客
住
す
る
一
戸
で
、
浮
戸
・
浮
寄
戸
・
浮
逃
戸
・
一
陣
容
等
と
も
呼
ば
れ
、

切
の
税
役
を
負
わ
な
っ
た
。
客
戸
は
土
戸
の
流
亡
に
由
来
し
、
天
災
や
動
乱
は
客
一
戸
の
大
量
増
加
の
因
を
な
し
て
い
た
。
生
活
の
途
を
失
っ
て

客
戸
と
な
る
る
者
の
外
、
税
役
を
逃
脱
す
る
目
的
か
ら
巧
に
他
郷
に
移
産
転
住
し
、

或
は
そ
の
他
の
方
法
で
客
戸
中
に
も
ぐ
る
者
も
あ
っ
た

が
、
何
れ
に
せ
よ
客
戸
の
増
加
は
土
戸
の
減
少
と
相
表
裏
す
る
関
係
に
在
っ
た
。
こ
の
様
に
租
庸
調
時
代
の
土
戸
、
客
戸
は
本
籍
地
居
住
と
他

郷
客
居
、
担
税
と
不
担
税
、
土
戸
の
有
産
戸
た
る
こ
と
等
の
諸
点
に
於
い
て
両
税
法
の
見
居
原
則
下
に
於
け
る
土
戸
・
客
戸
と
変
り
無
か
っ

た
。
相
違
し
て
い
た
の
は
客
戸
に
対
す
る
国
の
取
扱
規
定
と
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
有
産
客
戸
の
合
法
的
存
在
と
で
あ
っ
た
。

有
産
一
円
を
税
役
不
納
の
客
戸
と
し
て
放
任
す
る
の
は
、

一
面
不
公
平
で
あ
り
、
他
面
財
源
に
か
か
わ
る
の
で
、
彼
等
ψ

管
制
一
税
戸
に
編
入
す
る

努
力
は
歴
朝
に
通
じ
て
見
ら
れ
る
所
で
あ
る
が
、
そ
の
担
税
戸
へ
の
編
入
は
客
一
円
の
ま
ま
で
は
無
く
、
土
戸
に
編
附
す
る
と
い
う
の
が
大
体
一

貫
し
た
方
法
で
あ
っ
た
。
南
朝
の
土
断
、
陪
の
輸
籍
、
唐
の
字
文
融
の
括
戸
等
は
何
れ
も
大
掛
り
な
有
産
客
戸
の
土
戸
編
附
強
行
で
あ
る
が
、
土

戸
編
附
に
は
強
靭
な
民
戸
の
抵
抗
が
伴
う
の
で
、

こ
の
様
な
大
掛
り
な
強
行
は
財
政
上
に
緊
迫
事
態
が
起
ら
な
い
限
り
成
る
可
く
避
け
て
い

－
r
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一
般
的
に
は
客
戸
の
土
戸
編
入
に
就
い
て
国
家
が
法
規
を
以
て
陣
頭
指
揮
に
当
る
こ
と
を
せ
ず
、
州
県
の
裁
量
を
介
し
て
進
め
る
の
が
常

例
と
な
っ
て
い
た
。
税
役
を
負
担
し
な
い
客
戸
に
は
租
税
台
帳
た
る
計
帳
が
無
く
、
従
っ
て
計
帳
に
よ
っ
て
造
ら
れ
る
戸
籍
や
戸
口
統
計
も
中

央
に
は
無
く
、

い
は
ば
中
央
の
民
戸
掌
握
は
土
戸
に
限
ら
れ
、
客
戸
に
及
ん
で
い
な
か
っ
た
。
但
し
客
戸
を
統
轄
外
に
全
然
放
葉
し
て
い
た
の

で
は
く
、
腐
初
の
制
で
は
県
が
客
一
戸
の
名
籍
を
収
掌
し
て
い
た
と
い
う
。
有
産
客
戸
の
土
戸
編
入
を
州
県
の
裁
量
に
任
し
て
い
た
所
以
は
こ
こ

に
在
る
。
土
戸
編
入
に
就
い
て
は
そ
の
規
準
を
一
不
す
国
法
が
無
く
、
す
べ
て
州
県
の
裁
量
に
依
っ
て
い
た
の
で
、
抵
抗
の
強
い
検
括
を
州
県
自
ら

が
強
行
し
得
る
筈
は
な
く
、
唐
朝
全
盛
の
時
代
に
於
い
て
さ
え
、
県
が
そ
の
収
掌
し
て
い
る
名
籍
の
中
か
ら
土
戸
に
編
附
す
る
有
産
客
戸
は
せ

い
ぜ
い
一
二
制
を
出
で
ず
、
成
縞
は
極
め
て
不
振
で
あ
っ
た
。
山
氏
制
の
盛
ぽ
す
ら
中
心
人
の
学
握
す
る
統
計
土
一
戸
数
は
三
百
万
前
後
に
す
ぎ
な
か



っ
た
。
唐
の
実
在
総
一
戸
数
は
二
千
万
戸
に
近
か
っ
た
と
推
定
せ
ら
れ
る
か
ら
、
無
戸
籍
を
考
慮
に
入
れ
る
も
尚
移
し
い
有
産
客
戸
が
必
ず
し
も

違
法
と
云
う
形
で
な
く
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
と
な
る
。

こ
う
し
た
地
方
任
せ
の
土
戸
編
附
に
劃
期
的
な
改
革
を
与
え
た
の
が
括
一
戸
で
有
名
な

宇
文
融
で
あ
る
。
字
文
融
の
括
戸
法
は
、
先
ず
第
一
に
客
戸
の
検
括
収
名
を
県
か
ら
州
の
職
掌
に
引
上
げ
、
第
二
に
有
産
客
戸
は
収
名
後
六
年

し
て
自
動
的
に
土
戸
に
編
入
す
る
定
め
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
初
め
て
有
産
客
一
戸
の
土
戸
佑
に
関
す
る
国
家
的
通
規
が
示
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

此
の
法
規
を
以
て
字
文
融
は
大
い
に
成
果
を
あ
げ
、

そ
の
為
め
抵
抗
を
大
き
く
受
け
て
失
脚
し
た
が
、
天
宝
末
に
唐
朝
最
高
の
統
計
土
戸
九
百

万
を
計
え
得
た
の
は
字
文
融
の
功
に
負
担
ワ
所
が
多
い
。
然
し
こ
の
法
に
於
い
て
は
有
産
客
戸
は
検
括
収
名
せ
ら
れ
て
後
ち
も
尚
六
年
間
は
合
法

的
に
客
戸
の
ま
ま
た
る
を
得
た
。
所
が
冊
府
元
亀
一
箱
邦
計
部
二
戸
籍
門
・
代
宗
・
宝
応
元
年
九
月
の
条
の
勅
に

客
戸
若
住
経
一
年
己
上
。
自
貼
買
得
団
地
有
農
桑
者
。
無
関
於
荘
蔭
家
住
及
自
造
屋
舎
。
朝
一
切
編
附
為
百
姓
差
科
。

と
て
、
現
住
地
に
来
往
し
て
一
年
以
上
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
、
田
地
農
桑
を
買
得
所
有
し
て
い
る
こ
と
等
の
二
条
件
を
以
て
客
戸
を
土
戸
に
附

せ
し
め
て
い
る
。
農
民
の
課
税
対
象
資
産
と
し
て
法
定
せ
ら
れ
て
い
た
の
は
土
地
が
主
で
、
一
屋
一
牛
は
除
か
れ
て
い
た
の
で
、
下
層
農
民
の
課

税
対
象
資
産
は
事
実
上
土
地
に
限
ら
れ
て
い
た
。
従
っ
て
田
地
農
桑
の
買
得
所
有
と
は
有
産
戸
と
な
る
の
意
味
で
、
屋
舎
の
有
無
を
問
わ
な
い
と

註
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一
屋
一
牛
の
所
有
は
課
税
の
対
象
資
産
外
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

特
に
断
っ
て
い
る
の
は
、

つ
ま
り
右
の
勅
は
有
産
客
戸
の
土
戸
編
附
を
検

括
収
名
後
六
年
か
ら
来
住
後
一
年
に
切
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
検
括
後
と
来
往
後
と
は
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
無
産
容
戸
と
し
て
一
年
以
上
を

経
過
し
て
い
る
者
は
有
産
と
同
時
に
士
一
戸
に
編
附
せ
ら
れ
る
わ
け
で
、

「
来
住
後
」
は
「
検
括
後
」
よ
り
も
厳
し
く
、
此
の
規
定
に
依
れ
ば
有

産
客
戸
の
合
法
的
存
在
期
間
は
最
大
一
年
に
圧
縮
せ
ら
れ
、
然
も
そ
の
一
年
は
最
大
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
す
べ
て
の
者
が
一
様
に
一
年
の
権

利
を
与
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
。
土
戸
佑
の
法
規
と
し
て
は
大
き
な
躍
進
で
あ
る
が
、
尚
有
産
者
の
一
年
免
税
と
い
う
特
典
が
残
さ
れ
て

そ
し
て
此
の
特
典
を
廃
し
、
有
産
客
戸
の
合
法
的
存
在
を
一
切
否
認
し
て
、
有
産
戸
即
担
税
戸
即
土
戸
の
す
っ
き
り
し
た

内
5

形
に
仕
上
げ
た
の
が
、
十
八
年
後
の
建
中
元
年
の
両
税
法
の
見
居
原
別
で
あ
る
。

い
た
わ
け
で
あ
る
。

楊
炎
の
両
税
法
の
見
居
原
則
と
銭
数
・
銭
納
原
則

七
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以
上
の
如
く
概
観
す
る
と
、
民
戸
及
び
そ
の
担
税
力
に
対
す
る
国
家
の
掌
握
を
確
実
に
す
る
意
味
に
於
い
て
、
有
産
客
戸
の
土
戸
編
入
は
歴

代
王
朝
の
重
要
視
す
る
所
と
な
り
、
土
断
・
輸
籍
・
括
戸
等
の
有
名
な
問
題
を
以
て
南
朝
以
来
の
史
を
賑
わ
し
て
来
た
が
、
然
も
そ
の
為
め
の

有
効
な
恒
常
的
立
法
手
段
が
構
ぜ
ら
れ
た
形
遮
は
久
し
く
認
め
ら
れ
ず
、
唐
朝
に
入
り
開
元
時
代
に
な
っ
て
字
文
融
に
よ
り
初
め
て
国
法
の
設

定
を
見
た
が
、

そ
れ
に
は
尚
有
産
客
戸
の
そ
の
ま
ま
の
存
在
を
合
法
的
に
認
め
る
年
限
的
な
裕
り
が
相
当
大
き
く
認
め
ら
れ
て
お
り
、
宝
応
元

年
に
至
り
そ
の
年
限
が
著
し
く
短
縮
せ
ら
れ
た
・
も
の
の
尚
全
廃
に
至
ら
ず
、
建
中
元
年
に
至
り
、
有
産
客
戸
の
存
在
を
法
的
に
全
く
否
認
し
、

客
一
戸
の
有
産
佑
即
土
戸
佑
を
規
定
し
て
有
産
者
を
し
て
例
外
な
く
担
税
戸
た
ら
し
め
た
法
的
処
置
が
即
ち
両
税
法
の
見
居
制
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
担
税
力
の
な
い
無
産
戸
を
客
戸
と
し
て
税
か
ら
免
除
し
、
有
産
戸
は
す
べ
て
担
税
一
円
た
ら
し
め
る
合
法
的
な
国
法
を
初
め
て
完
成
し
た
所

に
見
居
原
則
の
意
義
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
直
）
原
則
と
抑
落
振
朝
と
の
関
係

安
史
の
乱
後
、
統
計
土
戸
数
が
激
減
し
て
天
宝
末
の
約
九
百
万
は
大
暦
末
に
約
百
三
十
万
と
な
っ
た
こ
と
、
そ
の
主
原
因
が
不
申
報
の
騎
藩

の
増
加
、
戦
乱
に
よ
る
土
戸
の
流
亡
や
籍
帳
の
素
乱
喪
失
等
に
よ
る
脱
漏
戸
の
増
加
、
藩
鎮
の
過
少
報
告
の
一
般
風
潮
化
等
に
在
る
こ
と
は
先

に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
。
独
孤
及
の
昆
陵
集
「
答
楊
賞
処
士
書
」
は
大
暦
頃
の
脅
州
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
一
節
に

咋
者
拠
保
簿
数
。
百
姓
井
浮
寄
一
戸
。
共
有
三
万
三
千
。
比
来
応
有
差
科
者
。
唯
三
千
五
百
。
其
余
二
万
九
千
五
百
。
蚕
市
衣
。
耕
而
食
。

不
持
一
銭
以
助
王
賦
。

と
て
、
百
姓
と
浮
寄
と
e
句
合
せ
た
州
籍
三
万
三
千
戸
の
う
ち
、
担
税
一
戸
た
る
百
姓
（
土
一
戸
）
は
約
一
割
の
三
千
五
百
で
、
九
割
約
三
万
は
不
担

税
の
浮
寄
（
客
戸
）
と
な
っ
て
い
た
と
云
う
。
勿
論
、
隠
漏
の
戸
も
少
く
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
か
ら
、
実
際
の
州
民
戸
数
は
三
万
三
千
を
相
当

上
廻
っ
て
い
た
に
相
違
な
く
、
従
っ
て
担
税
の
土
戸
数
は
州
内
全
一
戸
数
の
一
割
に
も
及
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
こ
の
浮
寄
一
円

約
三
万
の
う
ち
に
は
移
し
い
有
産
戸
が
も
ぐ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
右
記
事
の
後
文
に
独
孤
及
が
言
及
し
て
い
る
所
で
あ
る
。
叉
先
に
も
一
言
し



た
如
く
、
後
年
の
例
で
は
あ
る
が
、
元
和
年
聞
に
衡
州
利
史
が
担
税
土
戸
入
千
、
不
担
税
戸
一
万
の
州
籍
を
按
じ
、
吏
の
隠
蔵
を
検
括
し
て
、

新
に
不
輸
税
の
一
戸
一
万
六
千
余
を
得
た
と
云
い
、
池
州
で
も
新
に
七
千
戸
を
得
た
と
の
伝
が
あ
り
、
担
税
す
べ
き
有
産
戸
が
客
戸
中
に
潜
入

し
、
叉
は
全
く
籍
帳
よ
り
脱
漏
し
て
い
る
者
の
移
し
か
っ
た
こ
と
を
証
す
る
史
料
は
乏
し
く
な
い
。
冊
府
元
亀
唯
一
一
邦
計
部
・
賦
税
門
・
建
中

元
年
三
月
の
条
に
記
す
楊
炎
の
徳
宗
へ
の
両
税
法
提
案
要
旨
の
中
に
、
安
史
の
乱
後
に
於
け
る
土
戸
の
客
戸
佑
が
甚
し
く
土
戸
の
歩
留
り
が
極

め
て
低
率
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て

是
以
天
下
残
捧
蕩
而
為
浮
人
。
郷
居
地
着
者
。
百
不
四
五
。

と
い
い
、
郷
居
地
着
戸
、
即
ち
担
税
の
土
戸
数
が
全
戸
数
の
四
・
五
%
に
も
及
ば
な
い
と
あ
る
の
は
、
多
少
の
誇
張
は
あ
る
に
し
て
も
、
先
述

の
昆
陵
集
等
の
記
事
と
照
合
し
て
、
正
に
時
弊
を
衝
い
た
言
で
あ
る
と
い
え
る
。
楊
炎
が
両
税
法
の
建
議
案
に
於
い
て
特
に
こ
れ
を
指
摘
し
て

い
る
の
は
、
両
税
法
が
か
か
る
時
弊
に
対
し
こ
れ
を
乗
切
る
対
策
を
含
ん
だ
税
法
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
両
税
法
の
諸
原
則
中
、
此
の

土
客
問
題
に
対
応
す
る
も
の
は
当
然
見
居
原
則
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
か
ら
、
見
居
原
則
は
隠
蔵
偽
装
の
有
産
客
一
戸
の
激
増
と
い
う
現
実
に
直
面

し
た
唐
朝
が
、
そ
の
容
在
の
絶
対
不
容
認
、
厳
し
い
検
括
の
方
針
乃
至
決
意
を
そ
の
法
的
措
置
の
上
に
現
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
中
央
が
把

握
す
る
統
計
一
戸
数
は
計
帳
上
の
一
戸
数
、
即
ち
土
一
戸
数
で
あ
り
、
い
わ
ば
中
央
へ
の
国
税
を
納
入
す
る
戸
の
数
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
増
減
が
中
央

政
権
の
強
弱
に
直
ち
に
響
い
て
い
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
税
役
を
忌
避
す
る
民
戸
の
巧
妙
執
劫
な
籍
帳
漏
脱
を
抑
え
、
隠
漏
の
検
括
を
強

行
す
る
に
は
強
大
な
国
家
権
力
の
背
景
を
必
要
と
す
る
か
ら
、
中
央
政
権
の
強
弱
が
統
計
土
戸
数
の
増
減
に
響
く
と
い
う
逆
の
関
係
も
著
れ
て

い
た
。
安
史
の
乱
に
よ
っ
て
中
央
政
権
が
弱
佑
す
る
と
、
天
宝
末
の
統
計
士
戸
数
九
百
万
が
大
暦
末
の
百
三
十
万
迄
に
激
減
し
て
い
る
の
は
、

右
に
い
う
逆
の
関
係
の
表
れ
で
あ
る
。
中
央
政
権
の
弱
体
佑
に
反
し
て
藩
鎮
を
中
心
と
す
る
地
方
機
関
は
甚
し
く
強
力
佑
し
て
い
た
。
中
央
が

把
握
す
る
統
計
土
一
戸
数
の
減
少
に
伴
っ
て
増
加
し
た
筈
の
隠
漏
戸
や
客
一
戸
の
少
か
ら
ぬ
者
は
実
際
に
は
有
産
戸
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
毘
陵

集
の
静
州
や
元
和
年
閣
の
衡
州
・
池
州
等
の
例
に
見
ら
れ
る
如
く
、
州
県
等
の
地
方
現
地
機
関
で
は
可
成
り
詳
し
く
掌
握
せ
ら
れ
た
ま
ま
中
央

楊
炎
の
両
税
法
の
見
居
原
則
と
銭
数
・
銭
納
原
則
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樹
炎
の
両
税
法
の
見
居
原
則
と
銭
数
・
銭
納
原
則

。

に
対
し
て
隠
漏
せ
ら
れ
、
結
局
は
そ
れ
が
藩
州
の
含
み
財
源
に
使
わ
れ
、
特
に
覇
藩
披
属
の
一
有
力
財
源
に
充
て
ら
れ
て
い
た
。
従
っ
て
そ
れ

ら
隠
漏
の
戸
や
有
産
の
客
一
戸
を
検
括
し
、
担
税
戸
と
し
て
中
央
の
掌
握
下
に
移
す
措
置
が
抑
落
上
の
重
要
な
対
策
と
な
っ
て
来
る
。
然
し
中
央

政
権
の
衰
弱
し
切
っ
て
い
た
当
時
と
し
て
、
強
大
な
権
力
の
背
景
を
必
要
と
す
る
検
括
の
徹
底
に
速
効
を
求
め
る
こ
と
は
望
む
可
く
も
な
か
っ

た
。
現
実
に
採
り
得
る
対
策
は
、
有
産
客
一
戸
の
合
法
的
存
在
の
余
地
を
奪
っ
て
巧
脱
を
防
ぎ
検
括
を
容
易
に
し
、
後
日
の
検
括
強
佑
に
有
利
な

法
的
根
拠
を
設
け
て
お
く
と
と

T
あ
る
。
有
産
客
戸
の
即
時
土
戸
佑
を
規
定
し
た
見
居
原
則
は
正
に
此
の
趣
旨
に
沿
う
も
の
と
云
う
こ
と
が
出

来
る
。
即
ち
見
居
原
則
は
、
有
産
戸
の
国
税
廻
避
を
意
味
す
る
為
装
客
戸
の
土
戸
へ
の
還
元
を
強
佑
し
、
そ
れ
ら
脱
税
者
に
対
す
る
藩
州
の
蔭

の
挙
握
を
中
央
に
収
掌
す
る
為
め
の
有
効
な
法
的
根
拠
と
な
り
得
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
抑
藩
振
朝
の
意
図
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
担
税
す
べ
き
有
産
戸
（
土
戸
）
に
対
す
る
中
央
の
掌
握
を
徹
底
せ
し
め
る
有
力
な
法
的
根
拠
と
し
て
抑
藩
振
朝
の
意
図
が
含
ま
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
但
し
乙
れ
に
よ
っ
て
検
括
が
徹
底
せ
ら
れ
た
か
否
か
は
運
営
の
問
題
と
し
て
別
個
に
考
究
せ
ら
る
可
き
も
の
で

あ
る
。検
括
の
実
効
は
結
果
的
に
言
っ
て
終
に
挙
が
ら
な
か
っ
た
感
が
深
い
。
先
に
例
示
し
た
元
和
年
閣
の
衡
州
や
池
州
に
於
け
る
移
し
い
蔭
の
掌

握
一
戸
数
、
建
中
以
後
に
於
け
る
中
央
統
計
土
戸
数
の
停
滞
に
近
い
伸
び
な
や
み
等
は
、
見
居
原
則
が
実
際
運
営
の
面
に
於
い
て
隠
蔵
有
産
一
戸
の

検
出
編
附
に
有
効
に
活
用
せ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。
そ
し
て
そ
れ
に
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。
戸
の
検
括
は
民
心
に
不
安

を
与
え
、
藩
鎮
の
そ
れ
に
乗
ず
る
反
朝
廷
活
動
を
促
す
恐
れ
が
あ
っ
て
、
そ
の
徹
底
推
行
が
偉
ら
れ
た
こ
と
、
検
括
不
徹
底
に
よ
る
財
源
強
佑

の
臨
路
は
資
産
対
応
原
則
の
拡
大
的
な
活
用
に
依
っ
て
ど
う
に
か
補
え
た
こ
と
等
、
そ
の
理
由
は
色
々
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は

運
営
上
の
問
題
と
し
て
更
め
て
考
究
す
る
こ
と
と
す
る
。
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銭

数

・

銭

納

原

則

鏡
数
・
鏡
納
原
則
は
、
両
税
法
自
体
に
取
っ
て
そ
の
運
営
面
に
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
た
の
み
で
な
く
、
鏡
貨
流
通
の
普
及
発
達
、
圏
内

物
価
の
成
立
と
そ
の
著
し
い
低
落
、
穀
価
の
秋
賎
春
高
、
商
人
階
級
の
拾
頭
、
金
融
業
の
発
達
、
農
村
社
会
の
分
解
等
、
唐
よ
り
宋
へ
の
時
代

的
展
開
を
特
色
－
つ
け
る
重
要
な
歴
史
的
発
展
に
対
し
、
悉
く
そ
の
促
進
要
因
と
し
て
大
き
な
働
ら
き
を
な
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

（

1
）

原

則

の

内

容

両
税
法
は
戸
産
対
応
賦
課
の
原
則
に
立
つ
税
法
と
し
て
、
そ
の
税
額
決
定
の
為
め
に
先
づ
民
戸
の
資
産
の
多
少
を
評
定
し
、
延
い
て
は
一
県

一
州
の
資
産
総
額
を
評
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
評
価
決
定
は
銭
額
で
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
当
時
の
用
語
で
い
う
銭
数
の

等
第
で
あ
る
。
会
要
珪
八
租
税
、
建
中
元
年
二
月
十
一
日
の
条
の
条
請
に

請
。
令
瓢
捗
観
祭
使
及
州
懸
長
官
。
拠
奮
徴
税
数
及
人
戸
土
客
。
定
等
第
銭
数
多
少
。
為
夏
秋
両
税
。

ιピ昨
日

と
あ
り
、
陸
宣
公
奏
議
全
集
町
所
収
、
「
論
両
税
之
弊
須
有
産
革
」
の
一
節
に
両
税
法
の
戸
産
対
応
原
則
を
論
じ
て

資
産
少
者
則
其
税
少
。
資
産
多
者
則
其
税
多
。
曽
不
悟
資
産
之
中
事
情
不
一
。
町
一
概
計
佑
算
一
埼
云
云
。

こ
の
資
産
銭
数
に
応
じ
て
賦
課
せ
ら
れ
る
道
（
務
）
州
県
や
毎
戸
の
税

と
あ
る
は
、
何
れ
も
資
産
評
価
の
銭
数
表
示
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

額
も
亦
鏡
数
で
示
さ
れ
て
い
た
。
但
し
実
際
の
徴
納
は
必
ず
し
も
総
て
銭
を
強
制
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
他
物
の
徴
納
、
即
ち
唐
宋
時
代
に

謂
う
所
の
折
徴
・
折
納
を
大
幅
に
取
入
れ
て
い
た
。
陸
宣
公
の
「
論
両
税
之
弊
須
有
位
革
」
な
る
論
疏
の
両
税
七
弊
第
三
の
条
に

定
税
之
数
。
皆
計
絹
銭
。
納
税
之
時
多
配
綾
絹

｝
み
の
り
、
叉
そ
の
七
弊
の
改
革
を
論
じ
た
所
に

叉
量
土
地
之
沃
滑
。
計
物
産
之
少
多
。
倫
比
諸
州
。
定
需
両
等
。
州
等
下
者
。
毎
戸
配
銭
之
数
少
。
州
等
高
者
。
毎
戸
配
銭
之
数
多
。

楊
炎
の
両
税
法
の
見
届
原
則
と
銭
数
・
銭
納
原
則



額
炎
の
両
税
法
の
見
居
原
則
と
銭
数
・
銭
納
原
則

と
あ
り
、
更
に
同
書
の
「
請
両
税
以
布
南
露
額
不
計
銭
数
」
と
題
す
る
論
疏
の
一
節
に

船
。
自
定
両
税
以
来
、
恒
使
計
銭
納
物
。
云
云
。

と
あ
り
、
新
唐
書
北
四
食
貨
志
・
賦
税
・
貞
元
十
二
年
の
条
の
河
南
署
J

斉
抗
の
論
疏
中
に

百
姓
本
出
布
鳥
、
而
税
反
配
錦
、
輸
時
復
取
布
鳥
。
云
云
。

と
あ
る
等
は
、
何
れ
も
両
税
額
、
特
に
毎
戸
の
両
税
額
が
銭
数
で
配
賦
せ
ら
れ
、
実
際
に
は
布
白
巾
そ
の
他
の
折
徴
・
折
納
を
大
幅

κ取
入
れ
て

い
た
ζ

と
を
明
言
し
た
も
の
で
あ
る
。
尚
右
諸
用
例
中
に
は
銭
額
を
意
味
す
る
用
語
と
し
て
銭
数
の
外
に
「
銭
」
の
単
字
を
も
用
い
た
も
の
が

る

こ
れ
は
当
時
の
一
般
慣
用
例
に
従
っ
た
も
の
で
、
銭
数
を
意
味
す
る
「
銭
」
の
用
例
は
当
時
の
文
献
に
殆
ん
ど
無
数
に
見
え
て
い

一
例
を
示
す
と
、
冊
府
元
亀
一
芳
帝
王
部
・
明
賞
門
・
貞
元
十
二
年
の
条
に
、
作
州
宣
武
箪
の
兵
変
鎮
定
の
為
め
に
董
替
を
節
度
使
に
任

あ
る
が
、

用
し
た
こ
と
を
述
べ
た
後
ら

伯
共
賜
銭
三
十
万
貫
。
委
董
膏
逐
便
即
取
塩
鉄
転
運
使
銭
物
。
云
云
。

と
あ
っ
て
、
鎮
撫
の
為
め
の
支
出
と
し
て
銭
三
十
万
買
を
与
え
る
と
言
い
乍
ら
、
実
際
の
賜
与
は
銭
物
合
し
て
三
十
万
貫
分
で
み
の
り
、
明
か
に

銭
を
銭
額
の
意
味
に
使
用
し
て
い
る
。
同
巻
・
同
門
・
文
徳
元
年
の
条
に
、
察
州
に
拠
っ
た
秦
宗
権
を
平
定
し
た
論
功
行
賞
の
支
出
と
し
て

賜
蒸
州
行
営
兵
士
銭
三
十
五
万
貫
。
令
度
支
逐
近
支
給
。

味
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

と
述
べ
、
銭
三
十
五
万
貫
を
与
え
た
と
あ
る
が
、
此
の
銭
三
十
五
万
貫
も
現
銭
そ
の
志
の
で
は
な
く
、
銭
物
合
せ
て
銭
額
三
十
五
万
貫
分
の
意

こ
の
一
例
か
ら
も
知
ら
れ
る
知
く
、
銭
数
を
意
味
す
る
銭
は
現
銭
そ
の
も
の
を
意
味
す
る
銭
と
頗
る
紛
ら
わ
し
く
一

見
識
別
し
難
い
場
合
が
あ
る
が
、
当
時
の
銅
銭
歳
鋳
額
が
多
く
も
十
万
貫
前
後
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
数
十
万
買
に
及
ぶ
巨
額
の
一

時
支
出
は
大
抵
銭
物
を
併
せ
含
む
銭
額
の
意
味
の
用
法
と
見
て
誤
り
な
い
3

現
在
の
我
々
に
は
紛
わ
し
い
此
の
銭
の
用
法
が
時
人
に
は
何
の
奇

異
を
感
ず
る
こ
と
も
無
く
受
容
れ
ら
れ
る
ほ
ど
耳
目
に
な
れ
た
慣
用
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
此
の
様
に
考
え
て
冊
府
元
亀
一
清
邦
計
部
・



賦
税
門
・
建
中
三
年
五
月
の
条
に

と
あ
る
両
説
銭
の
語
に
接
す
る
な
ら
ば
、

准
南
節
度
使
陳
少
遊
請
。
於
本
道
両
税
鏡
毎
千
増
二
百
。
因
詔
他
道
。
悉
如
准
南
。

そ
れ
が
両
税
の
賦
課
額
を
示
す
銭
額
の
意
味
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
理
解
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

「
両
税
銭
毎
千
増
二
百
」
と
は
結
局
両
税
額
の
二
割
増
徴
の
意
味
に
外
な
ら
ず
、
同
巻
・
貞
元
八
年
四
月
の
条
に

創
南
西
川
節
度
使
堂
本
請
。
加
税
十
二
。
云
云
。

と
あ
る
「
十
の
ニ
」
と
全
く
同
義
で
あ
る
。
両
税
の
道
額
二
割
増
徴
を
「
両
税
銭
毎
千
増
二
百
」
と
表
現
し
て
い
る
の
は
、
両
税
の
道
額
配
定

が
銭
数
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
一
示
す
証
拠
で
あ
る
。

両
税
法
時
代
に
は
国
家
必
須
の
物
資
を
各
州
県
、
延
い
て
は
各
一
戸
に
配
当
し
、

そ
の
物
資
を
両
税
額
内
か
ら
折
徴
し
て
い
た
が
、
そ
の
配
当

止
］
ス

こ
れ
を
拠
貫
均
配
、
又
は
逐
貫
均
配
等
と
い
っ
て
い
た
。
会
要
ヨ
ノ
租
税
・
元
和
四
年
十
二
月
の
条
の
度

額
は
両
税
額
に
拠
っ
て
均
率
と
し
、

支
の
奏
文
中
に

恥
即
於
管
内
諸
州
両
税
銭
数
円
。
拠
貫
均
配
。

と
あ
り
、
同
五
年
五
月
の
度
支
の
奏
文
中
に
。

船
。
宜
於
管
内
州
。
拠
都
徴
銭
数
。
逐
貫
均
配
。

と
あ
る
等
は
そ
の
数
例
で
あ
る
。
貫
は
云
う
迄
も
な
く
計
銭
の
単
位
で
千
文
を
云
う
。
こ
の
様
に
州
の
両
税
額
高
に
準
拠
し
て
均
率
に
配
徴
す

る
を
拠
貰
均
配
・
逐
貫
均
配
等
と
一
一
品
っ
て
い
る
の
は
、
州
の
両
税
額
が
銭
数
で
決
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
、
こ
の
州
税
額
の
銭
数
決
定
は
右
の

両
記
事
に
州
の
両
税
総
額
を
両
税
銭
数
・
都
徴
銭
数
な
ど
と
云
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
証
せ
ら
れ
る
。
叉
元
民
長
慶
集
雄
一
二
所
収
、
「
中
書

省
議
賦
税
及
鋳
銭
等
状
」
を
見
る
に
、
権
酒
（
酒
の
専
売
）
を
罷
め
、
そ
れ
迄
挙
げ
て
い
た
専
売
の
利
益
額
は
直
接
税
と
し
て
民
戸
に
配
徴
す

可
き
こ
と
を
論
じ
、

そ
の
直
接
税
と
し
て
民
戸
に
配
定
す
る
方
法
に
就
い
て

紛
炎
の
両
税
法
の
見
居
原
則
と
銭
数
・
銭
納
原
則



楊
炎
の
両
税
法
の
見
居
原
則
と
銭
数
・
銭
納
原
則

四

今
請
。
天
下
州
府
棺
酒
銭
。

一
切
拠
貫
配
入
両
税
。
白
取
両
貫
己
上
戸
均
配
。
両
貫
己
下
戸
。
不
在
配
限
。

と
述
べ
、
二
貫
文
以
上
の
両
税
額
を
負
担
す
る
民
戸
に
そ
の
税
額
に
応
じ
て
均
率
に
配
定
す
べ
し
と
説
い
て
い
る
。
両
税
額
を
銭
数
で
二
貫
以

上
と
限
定
し
、
叉
税
額
の
高
に
応
じ
て
均
率
に
配
賦
す
る
を
「
拠
貫
均
配
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
先
掲
の
両
記
事
と
同
様
、
両
税
の
額
高
決

定
が
銭
数
制
に
よ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
尚
こ
の
様
に
両
税
額
高
を
基
準
と
し
て
均
単
の
科
配
を
行
う
を
拠
貫
均
配
、
或
は
逐

貫
均
配
と
称
し
て
い
る
例
は
頗
る
多
い
。

以
上
を
要
す
る
に
上
は
道
（
藩
）
州
か
ら
下
は
各
戸
に
至
る
迄
の
両
税
額
、
従
っ
て
例
証
は
一
一
小
さ
な
か
っ
た
が
当
然
県
の
両
税
額
も
、
上
下

一
貫
し
て
総
て
銭
数
で
表
示
す
る
の
が
両
税
法
の
定
め
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
、
そ
れ
ら
を
総
計
し
た
一
国
の
総
税
額
も
銭
数
制
で
あ
っ

て
、
こ
の
こ
と
に
就
い
て
は
後
文
に
論
及
す
る
所
あ
る
筈
で
あ
る
。
尚
元
氏
長
慶
集
に
拠
貫
均
配
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
税
法
の
当
初
か

ら
採
用
せ
ら
れ
て
い
た
こ
の
銭
数
制
が
憲
宗
時
代
に
至
る
迄
長
く
守
ら
れ
て
い
た
こ
と
ぞ
知
る
の
で
あ
る
が
、
更
に
そ
の
後
も
引
続
い
で
変
り

無
か
っ
た
事
を
示
す
好
例
証
が
残
念
れ
て
い
る
。

憲
宗
の
元
和
十
四
年
、
自
立
掴
賦
の
世
襲
藩
鎮
た
る
平
虚
軍
節
度
使
の
李
師
道
を
諒
し
て
そ
の
十
ニ
州
を
回
収
し
、
此
れ
を
新
平
虚
（
育
・

諮
・
斉
・
登
・
来
五
州
）
、
天
平
（
郡
・
曹
・
鵡
三
州
）
、
充
海
（
充
・
海
・
肝
・
密
四
州
）
の
三
道
に
細
分
し
て
再
叛
を
防
ぎ
、
次
い
で
両
税
法

の
遵
奉
実
施
、
上
供
（
両
税
収
入
中
の
中
央
経
費
充
当
分
）
の
供
出
を
命
じ
た
所
、
冊
府
元
亀
一
泊
邦
計
部
・
賦
税
門
・
太
和
六
年
九
月
の
条

t乙

楢
青
観
祭
使
（
賠
泊
料
一
概
）
王
承
元
奏
。
准
旨
定
徴
両
税
。
五
州
共
一
十
九
万
三
千
九
百
八
十
九
貫
。

と
あ
る
如
く
、
文
宗
の
太
和
六
年
に
至
っ
て
漸
く
そ
の
実
行
を
見
る
に
至
っ
た
が
、
こ
の
際
に
も
一
道
五
州
の
上
供
額
、
従
っ
て
当
然
両
税
総

額
は
鏡
数
で
決
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
様
に
両
税
法
は
州
県
や
各
民
戸
の
資
産
額
の
評
定
、
そ
れ
に
対
応
し
て
賦
課
せ
ら
れ
る
道
州
県
や
各
民
戸
の
税
額
を
す
べ
て
銭
数
制
と



す
る
原
則
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
税
の
実
際
の
徴
納
に
当
つ
て
は
他
物
の
折
徴
・
折
納
が
広
汎
高
率
に
行
わ
れ
て
い
た
。
折
徴
・
折
納

は
両
税
法
の
運
営
面
に
於
け
る
最
大
の
問
題
で
、
財
政
と
も
結
び
つ
け
て
詳
考
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
更
め
て
専
考
す
る
予
定
で
あ
る
が
、

さ
し
づ
め
銭
数
・
銭
納
原
則
の
立
場
か
ら
取
上
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
部
分
が
あ
る
の
で
、

そ
の
範
囲
内
に
於
い
て
こ
の
問
題
を
扱
っ
て
お
く
。

折
徴
は
官
側
が
使
用
す
る
凡
ゆ
る
物
に
わ
た
っ
て
い
た
。
陸
宣
公
の
先
出
「
請
両
税
以
布
吊
為
額
。
不
計
銭
数
」
の
疏
文
中
に
両
税
の
徴
収

物
に
就
い
て
臨
時
折
徴
雑
物
。
毎
歳
色
目
頗
具
。

と
あ
る
は
、
政
府
の
必
要
物
資
が
そ
の
都
度
両
税
の
折
徴
を
以
て
調
収
せ
ら
れ
、
従
っ
て
税
徴
物
資
は
雑
多
な
品
目
に
わ
た
り
、
且
つ
毎
歳
そ

の
時
々
の
事
情
で
相
違
し
て
い
た
実
情
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
同
奏
議
全
集
三
巻
所
収
、

「
請
依
京
兆
所
請
折
納
事
状
」
に
依
れ
ば
、

朝
廷

の
厩
馬
飼
料
と
し
て
い
た
碗
豆
が
不
作
で
調
収
出
来
な
い
為
め
、

そ
の
代
用
品
と
し
て
の
大
豆
を
折
徴
せ
ん
と
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お

1) 、

「
臨
時
折
徴
雑
物
、
毎
歳
色
目
頗
異
」
の
具
体
例
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

ヲ
ラ

折
徴
諸
物
の
中
に
在
っ
て
数
量
が
最
も
多
く
、
従
っ
て
税
財
制
の
面
か
ら
最
も
重
要
で
あ
っ
た
品
目
は
、
穀
物
・
布
烏
・
草
等
で
あ
っ
た
。

穀
物
（
粟
・
稲
・
麦
を
中
心
と
す
る
）
の
重
要
性
は
更
め
て
説
明
す
る
迄
も
な
い
。
布
吊
は
貨
幣
的
物
貨
及
び
軍
衣
等
の
衣
料
と
し
て
、
草
は

註
6

軍
馬
の
飼
料
や
火
牛
車
等
と
し
て
軍
事
的
に
不
可
棋
の
重
要
品
で
あ
っ
た
。
先
出
陸
宜
公
の
両
税
七
弊
第
三
の
条
に

定
税
之
数
。
皆
計
絹
銭
。
納
税
之
時
多
配
綾
絹
。

と
あ
り
、
同
じ
く
先
出
の
河
南
安
斉
抗
の
論
疏
に

百
姓
本
出
布
鳥
。
市
税
反
配
銭
。
輸
時
復
取
布
鳥
。

と
あ
る
等
は
何
れ
も
布
吊
が
折
徴
品
目
の
代
表
的
地
位
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
示
し
、
同
じ
く
先
出
の
陸
宜
公
の
「
請
両
税
以
布
自
巾
為
額
不
計

銭
数
」
の
一
節
に

楊
炎
の
両
税
法
の
見
居
原
則
と
銭
数
・
銭
納
原
則

一五



組
問
炎
の
両
税
法
の
見
居
原
則
と
銭
数
・
銭
納
原
則

一六

往
者
初
定
両
税
之
時
。
百
姓
納
税
一
疋
折
銭
三
千
二
三
百
文
υ

と
あ
る
は
、
吊
（
従
っ
て
布
も
同
様
）

の
折
徴
が
両
税
法
施
行
と
同
時
に
初
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
告
示
す
。
叉
同
奏
議
全
集
当
所
収
、

「論

度
支
令
京
兆
府
折
税
市
車
事
宣
状
」
に

臣
等
謹
検
京
兆
府
応
徴
地
税
草
数
。
毎
年
不
過
三
百
万
束
。
蜘
。
今
若
一
史
徴
一
千
万
束
。
云
云
。

と
あ
っ
て
、
京
兆
府
が
毎
年
徴
収
し
て
い
た
地
税
草
は
三
百
万
束
で
あ
っ
た
が
、
更
に
加
え
て
一
千
万
束
の
別
徴
を
行
わ
ん
と
し
た
ζ

と
が
見

え
る
。
此
所
に
地
税
と
あ
る
は
有
名
な
租
庸
調
時
代
の
義
倉
粟
と
し
て
の
地
税
で
は
な
く
、
農
一
戸
の
両
税
を
指
す
此
の
時
代
の
用
語
で
あ
併

ら
、
三
百
万
束
は
五
百
余
万
貫
、

一
束
は
一
十
一
斤
、
即
ち
大
約
今
の
一
貫
七
百
六
十
文
に
当
る
か

一
千
三
百
万
束
は
二
千
三
百
数
十
万
貫
に
当
る
。
叉
元
民
長
慶
集
一
時
三
所
収
、
「
弾
奏
鯛
南
東
川
節
度
使
状

」
に
依
れ
ば
、
節
度
使
厳
繭
が
元
和
二
年
に
道
内
一
十
三
州
か
ら
両
税
額
外
に
不
法
加
徴
し
た
税
草
は
合
計
四
十
一
万
四
千
八
百
六
十
七
束
に

従
っ
て
地
税
草
と
は
農
一
戸
に
課
せ
ら
れ
た
両
税
の
折
徴
草
の
意
味
で
あ
る
。

達
し
た
と
あ
り
、
同
じ
く
「
弾
奏
山
南
西
道
両
税
外
草
状
」
に
依
れ
ば
、
管
内
三
州
か
ら
両
税
額
外
に
不
法
加
徴
し
た
税
草
は
合
計
四
万
六
千

四
百
七
十
七
囲
（
一
回
は
二
十
斤
）
に
達
し
た
と
あ
る
。
乙
れ
ら
は
何
れ
も
両
税
額
外
の
不
法
加
徴
で
あ
っ
て
、
両
税
額
内
に
於
け
る
折
徴
と

は
全
く
異
る
が
、
草
が
必
須
の
軍
需
品
と
し
て
各
藩
に
よ
っ
て
大
量
に
徴
収
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
好
史
料
と
な
る
。
こ
の
様
に
草
が
寧

需
品
と
し
て
大
量
に
必
要
と
せ
ら
れ
、
時
に
不
法
の
額
外
加
徴
さ
え
行
わ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
両
税
の
折
徴
は
各
地
共
に
大
量
に
行
わ
れ
て

い
た
と
見
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
即
ち
草
の
両
税
折
徴
は
京
師
・
各
藩
を
通
じ
て
大
量
に
上
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

布
鳥
や
草
よ
り
も
更
に
必
須
の
穀
物
は
一
一
層
大
規
模
な
折
徴
が
行
わ
れ
、
且
つ
常
額
佑
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
就
い
て
は
後

文
に
更
め
て
考
説
す
る
。

以
上
に
論
述
し
た
如
く
、
両
税
の
折
徴
は
穀
物
・
布
鳥
・
草
等
を
中
心
と
し
て
品
目
的
に
は
雑
多
に
わ
た
り
、
数
量
的
に
は
大
規
模
に
行
わ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
此
の
銭
以
外
の
徴
納
が
す
べ
て
折
徴
・
折
納
と
云
わ
れ
て
い
た
の
は
特
に
注
意
を
要
す
る
。
折
と
は
本
来
は
銭
物
を
等



価
の
他
物
に
換
算
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
そ
れ
よ
り
拡
大
し
て
等
価
の
他
物
に
換
算
し
て
交
易
叉
は
支
払
う
こ
と
を
ち
意
味
し
、
唐
宋
時
代
を

陸
自

通
じ
て
盛
用
せ
ら
れ
て
い
た
用
語
で
あ
る
。
銭
物
を
等
価
の
他
物
に
変
え
る
を
折
変
、
変
え
ら
れ
る
他
物
を
折
色
、
本
来
の
物
を
本
色
と
い

ぅ
。
色
は
色
目
・
物
色
等
と
熟
せ
ら
れ
て
い
る
如
く
、
物
の
種
類
を
云
う
。
折
徴
・
折
納
は
本
来
徴
納
す
可
き
銭
物
を
等
価
の
他
物
で
徴
納
す

る
場
合
の
用
語
で
あ
る
。
同
じ
絹
の
徴
納
に
し
て
も
、
本
来
絹
を
徴
納
す
可
き
規
定
の
下
で
の
徴
納
な
ら
ば
、
そ
れ
は
本
色
徴
純
で
あ
り
、
銭

や
穀
等
、
絹
以
外
の
徴
納
規
定
の
下
で
の
徴
納
な
ら
ば
、
そ
れ
は
折
色
の
徴
納
、
即
ち
折
徴
・
折
納
で
あ
る
。
折
の
か
か
る
語
轟
用
法
を
知
る

な
ら
ば
、
穀
・
布
吊
・
草
等
の
重
要
品
か
ら
雑
品
に
至
る
迄
一
切
の
徴
納
を
折
徴
・
折
納
と
呼
ん
で
い
た
両
税
法
の
本
色
は
銭
で
あ
っ
た
乙
と

と
な
る
。
即
ち
両
税
法
は
課
税
資
産
の
評
定
、
税
額
の
配
定
な
ど
す
べ
て
銭
数
制
に
拠
り
、
延
い
て
は
税
の
徴
納
も
銭
を
本
色
と
し
て
い
た
の

で
あ
っ
て
、
調
う
所
の
両
税
法
の
銭
数
・
銭
納
原
則
と
は
此
の
様
な
内
容
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
。
銭
納
原
則
は
高
率
の
他
物
折
徴
を
以
て
運

営
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
他
物
使
用
の
度
合
は
如
何
に
高
率
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
銭
納
原
則
の
上
に
立
つ
て
の
折
徴
で

あ
っ
て
、
原
則
そ
の
も
の
に
変
佑
を
与
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

両
税
法
に
於
け
る
税
額
銭
数
制
は
当
時
の
多
数
史
料
か
ら
実
証
的
に
確
認
せ
ら
れ
る
所
で
、
此
の
点
に
就
い
て
は
全
く
疑
念
の
余
地
を
残
さ

な
い
の
で
あ
る
が
、
実
は
こ
の
税
額
銭
数
制
を
明
確
に
伝
え
て
い
る
史
料
と
共
に
、

一
見
、
銭
・
穀
両
数
制
を
伝
え
て
い
る
か
の
如
き
史
料
が

並
行
的
に
少
か
ら
ず
伝
存
し
て
お
り
、
鏡
数
制
の
立
証
を
完
全
不
動
の
も
の
と
す
る
に
は
、
そ
れ
ら
銭
・
穀
両
数
制
の
印
象
を
与
え
て
い
る
史

料
の
処
理
を
行
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

銭
・
穀
二
本
立
て
の
税
額
決
定
を
回
象
づ
け
る
第
一
の
史
料
は
、

一
方
で
銭
数
一
本
立
て
を
述
べ
た
多
数
記
事
を
伝
え
て
い
る
陸
宜
公
の
奏

議
で

先
出
の
ー「

請
両
税
以
布
鳥
為
額

不
言十
銭
数
Lー
の
中
t乙

今
之
両
説
。
独
異
旧
章
。
違
任
土
之
通
方
、
効
算
調
之
末
法
。
但
佑
資
産
為
差
。
便
以
銭
穀
定
税
。

と
論
じ
、
両
税
額
が
銭
・
穀
両
数
で
配
定
せ
ら
れ
る
二
本
立
て
で
あ
っ
た
乙
と
を
明
言
し
て
い
る
。
又
会
要
議
八
租
税
・
建
中
元
年
二
月
の
条

一七

楊
炎
の
両
税
法
の
見
居
原
則
と
銭
数
・
銭
納
原
則



楊
炎
の
両
税
法
の
見
居
原
則
と
銭
数
・
銭
納
原
則

八

の
両
税
法
実
施
の
条
請
中
に

其
応
科
創
到
。
拠
大
暦
十
四
年
見
佃
青
苗
地
額
均
税
。

と
あ
っ
て
、
応
科
の
朗
到
、
即
ち
課
徴
す
可
き
穀
額
が
両
税
法
施
行
の
当
初
か
ら
定
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
ぞ
伝
え
て
い
る
。
そ
こ
で
両
税
法
の

施
行
第
一
年
度
た
る
建
中
元
年
の
全
国
徴
収
予
算
額
を
検
討
す
る
に
、
銭
三
千
余
万
貫
・
米
麦
六
百
余
万
石
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
銭
三
千
余

万
貫
の
内
訳
は
中
央
用
（
上
供
）
が
九
百
五
十
余
万
貫
、
地
方
用
（
留
使
・
留
州
・
留
県
）
が
二
千
五
十
余
万
貫
で
、
此
れ
に
対
す
る
米
麦
六

百
余
万
石
の
内
訳
は
中
央
用
が
二
百
余
万
石
、
地
方
用
が
四
百
余
万
石
で
、
中
央
用
の
予
定
二
百
余
万
石
に
対
す
る
実
徴
成
績
は
二
百
一
十
九

註
9

万
七
千
余
石
で
あ
っ
た
と
い
う
。
此
の
記
事
も
亦
銭
・
穀
両
数
制
を
印
象
づ
け
、
殊
に
具
体
的
な
数
字
を
挙
げ
て
い
る
だ
け
に
史
料
と
し
て
大

き
な
力
を
も
っ
て
い
る
か
に
受
取
ら
れ
る
。
降
っ
て
先
に
述
べ
た
新
平
屋
寧
節
度
使
と
共
に
大
平
虚
の
分
割
に
よ
っ
て
出
現
し
た
天
平
軍
節

度
使
（
郡
・
曹
・
措
三
州
）
に
就
い
て
そ
の
新
定
の
両
税
上
供
額
を
見
る
に
、
冊
府
元
亀
崎
叩
一
邦
計
部
・
済
軍
門
・
太
和
七
年
十
月
の
条
に

航
。
起
今
年
発
遣
当
管
郡
・
曹
・
撲
三
州
両
税
・
権
酒
等
上
供
。
銭
十
万
貫
・
朗
到
五
万
石
。

と
あ
っ
て
、
権
酒
銭
と
合
算
せ
ら
れ
て
は
い
る
が
、
両
税
の
上
供
を
銭
数
・
穀
数
の
二
本
立
て
で
決
め
て
お
り
、
昨
太
和
六
年
に
決
定
せ
ら
れ

た
新
平
慮
五
州
の
上
供
が
一
十
九
万
三
千
九
百
八
十
九
貫
の
銭
数
一
本
制
で
あ
っ
た
の
と
異
っ
て
、
銭
・
穀
両
数
立
て
を
支
持
し
て
い
る
か
に

見
え
る
。
因
み
に
権
酒
銭
を
両
税
上
供
と
合
算
し
た
の
は
、
先
に
一
言
し
た
如
く
、
権
酒
を
や
め
、
権
酒
で
得
て
い
た
そ
れ
迄
の
利
益
を
直
接

税
と
し
て
民
一
戸
に
配
徴
し
、
両
税
と
共
に
徴
収
し
て
い
た
こ
と
、
専
売
の
利
益
は
す
べ
て
中
央
の
収
入
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
れ
を
直
接
税
と
し

て
徴
収
し
た
権
酒
銭
も
悉
く
上
供
に
充
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
等
に
よ
る
。

銭
数
・
穀
数
二
本
立
て
の
税
額
決
定
を
印
象
づ
け
る
主
な
史
料
と
し
て
筆
者
が
検
得
し
た
現
在
迄
の
も
の
は
以
上
に
尽
き
る
が
、
そ
れ
で
も

一
見
し
た
所
で
は
銭
数
一
本
立
て
の
諸
史
料
と
対
立
し
矛
盾
し
て
い
る
と
し
か
思
え
ぬ
こ
れ
ら
一
連
の
諸
史

料
が
厳
密
な
史
料
批
判

κ堪
え
て
尚
且
つ
二
本
立
て
を
伝
え
て
い
る
確
実
な
史
料
と
し
て
生
き
残
り
得
る
か
否
か
。
両
税
法
の
銭
数
原
則
に
か

そ
の
総
数
は
決
し
て
少
く
な
い
。



か
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
考
察
は
慎
重
を
尽
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

両
税
法
に
先
行
す
る
唐
代
の
諸
税
を
そ
の
徴
納
の
本
色
物
件
に
就
い
て
通
観
す
る
に
、
租
は
粟
、
腐
は
布
又
は
絹
、
・
制
は
布
と
麻
、
叉
は
絹

と
綿
、
戸
税
は
鏡
、
地
税
は
粟
で
、
何
れ
も
折
納
を
認
め
て
は
居
る
が
、
通
じ
て
一
税
一
物
の
一
本
立
て
で
あ
っ
た
と
一
五
え
る
。
安
史
の
乱
後

に
出
現
し
た
青
苗
銭
も
銭
を
本
色
と
し
折
納
を
認
め
た
税
で
、

や
は
り
一
本
立
て
で
あ
っ
た
。
税
法
の
要
締
た
る
公
平
・
簡
潔
・
運
営
の
円
滑

等
の
諸
条
件
は
一
税
一
物
の
一
本
立
て
を
強
く
要
求
す
る
が
、
そ
れ
が
叫
に
両
税
に
先
行
す
る
唐
代
の
諸
税
に
悉
く
具
現
せ
ら
れ
て
い
た
と
す

れ
ば
、
両
税
法
が
税
法
と
し
て
そ
れ
ら
よ
り
後
退
し
た
二
本
立
て
を
取
っ
た
と
は
受
取
り
難
く
、
当
時
の
税
制
の
大
勢
か
ら
見
て
や
は
り
一
本

立
て
で
あ
っ
た
に
相
違
な
く
、

一
本
立
て
と
す
れ
ば
、
全
史
料
に
通
じ
て
記
さ
れ
て
い
る
銭
数
制
を
採
り
、

一
部
の
史
料
に
の
み
併
記
せ
ら
れ

て
い
る
穀
数
制
は
棄
て
去
る
可
き
も
の
と
な
る
。
然
ら
ば
殺
数
制
の
併
記
は
何
故
ど
う
し
て
生
れ
て
来
た
の
か
。
此
の
疑
問
に
対
え
る
も
の
は

折
徴
制
を
附
い
て
外
に
考
え
ら
れ
な
い
。
両
説
法
に
先
行
す
る
諸
税
が
何
れ
も
一
税
一
物
の
一
本
制
を
取
り
乍
ら
折
色
徴
納
を
認
め
て
い
た
こ

と
は
先
に
二
一
口
し
た
如
く
で
あ
り
、
同
様
に
両
税
法
が
銭
数
制
の
下
に
大
き
く
折
色
徴
納
を
認
め
て
い
た
こ
と
も
先
に
詳
考
し
た
如
く
で
あ

る
。
此
の
折
色
徴
納
の
面
か
ら
穀
数
制
の
記
事
が
生
み
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
此
の
点
に
就
い
て
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

両
税
法
に
於
け
る
折
色
徴
納
は
広
く
諦
品
目
に
わ
た
り
高
率
の
額
に
達
し
て
い
た
が
、

そ
の
折
色
徴
納
の
事
情
に
は
品
目
に
よ
っ
て
大
き
な

相
退
が
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
官
側
が
絶
対
に
必
要
で
折
色
徴
収
に
よ
っ
て
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
も
の
、
絶
対
に
必
要
で
は
な
い
が

受
納
し
て
お
い
て
も
差
支
え
な
い
の
で
納
税
者
側
の
立
場
を
考
え
て
折
納
を
認
め
て
い
た
も
の
等
、
官
側
の
必
要
度
か
ら
見
た
緊
漫
の
差
に
は

大
き
な
も
の
が
め
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
折
色
諦
品
の
う
ち
で
そ
う
し
た
緊
要
度
が
最
も
大
き
く
、
然
も
大
量
に
要
求
せ
ら
れ
た
も
の
は
、

蒲
鎖
箪
閥
の
勢
力
が
最
’
b
華
や
か
で
あ
っ
た
当
時
と
し
て
、
軍
需
品
が
第
一
で
あ
っ
た
。
特
に
軍
糧
と
し
て
の
穀
、
軍
衣
と
し
て
の
絹
、
同
じ

く
軍
需
品
と
し
て
の
草
等
は
不
可
棋
の
大
量
必
需
品
で
あ
っ
た
。
穀
は
叉
文
武
官
の
俸
禄
と
し
て
、
布
網
は
貨
幣
的
物
資
と
し
て
も
大
量
に
必

要
と
せ
ら
れ
て
い
た
。
陸
宜
公
の
「
諮
両
税
以
布
向
山
為
額
不
計
銭
数
」
の
一
節
に

紛
炎
の
阿
税
法
の
見
肘
原
則
と
銭
数
・
銭
納
岡
山
川

jし



綴
炎
の
両
税
法
の
見
出
問
原
則
と
銭
数
・
鋭
納
原
則

二
O

経
費
之
大
。
其
流
有
三
。
軍
食
一
也
。
軍
衣
ニ
也
。
内
外
官
月
俸
及
諸
色
資
課
三
也
。

と
あ
る
に
依
っ
て
明
か
な
如
く
、
軍
食
と
軍
衣
と
は
内
外
官
の
俸
給
手
当
と
共
に
国
家
支
出
の
最
大
費
目
を
な
し
て
い
た
。

先
に
述
べ
た
如

く
、
布
絹
の
両
税
折
徴
が
折
色
諸
品
中
で
高
額
を
占
め
て
い
た
所
以
は
此
の
箪
衣
の
確
保
と
大
き
く
結
び
つ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
飼
料
・
火

牛
車
等
の
軍
需
品
と
し
て
の
草
の
折
徴
も
大
き
な
数
量
に
上
っ
て
い
た
。
軍
食
と
し
て
の
穀
の
需
要
が
更
に
莫
大
な
数
量
に
達
し
て
い
た
こ
と

は
更
め
て
論
ず
る
迄
も
あ
る
ま
い
。
食
糧
と
し
て
の
穀
は
一
日
と
雄
も
棋
く
こ
と
が
出
来
な
い
。
況
ん
や
騎
藩
騎
兵
の
践
属
が
そ
の
極
に
達
し

て
い
た
此
の
時
代
に
於
い
て
、
軍
食
の
散
乏
は
た
と
え
一
石
半
日
と
誰
も
忽
ち
兵
変
を
捲
き
起
し
国
家
の
運
命
さ
え
左
右
し
か
ね
な
か
っ
た
こ

と
を
思
え
ば
、
そ
の
必
要
量
の
調
達
は
税
財
政
上
の
最
大
問
題
と
し
て
絶
対
に
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
答
で
あ
る
ο

こ
の
様
に
考
え

て
両
税
法
初
年
度
の
穀
額
た
る
中
央
用
二
百
万
石
、
地
方
用
四
百
万
石
、
合
計
六
百
万
石
の
数
字
を
検
討
す
る
に
、
当
時
の
兵
数
・
文
武
官
数

キ主

nu

か
ら
割
出
さ
れ
る
軍
糧
・
禄
粟
し
」
若
干
の
備
帯
用
と
を
合
算
し
た
国
家
の
絶
対
必
要
穀
額
と
略
々
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
認
証
せ
ら
れ
叫
延
い

て
は
こ
れ
が
国
家
を
維
持
す
る
上
に
絶
対
確
保
す
べ
き
穀
類
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
此
の
様
に
大
量
穀
物
の
絶
対
確
保
を
は
か
る
為
め

ヲ」ふ白血、
I
；
 
そ
の
徴
収
を
責
任
的
に
諸
道
州
四
月
に
割
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
換
言
す
れ
ば
各
道
州
県
の
徴
収
す
可
き
穀
額
を
明
示
し
、
そ
の
遂
行

を
果
合
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
事
情
の
下
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
両
税
法
の
本
色
徴
納
を
銭
一
本
立
て
に
絞
り
、
他
の
国
家
必
要

品
の
調
達
を
す
べ
て
折
色
徴
納
に
倹
つ
方
針
を
取
っ
た
と
し
て
も
、
穀
の
み
は
絶
対
に
折
徴
す
可
き
額
高
を
立
て
、
各
道
州
県
の
受
持
つ
責
任

額
を
明
か
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
思
う
に
、
両
税
法
の
税
額
は
や
は
り
銭
数
一
本
制
で
あ
っ
て
、
此
の
銭
数
原
則
の
下
に
運
営
面
に
於
い
て

諸
物
の
折
色
徴
納
を
大
幅
に
取
入
れ
、
特
に
絶
対
確
保
を
必
要
と
す
る
数
量
分
の
穀
に
就
い
て
は
そ
の
折
徴
を
各
道
州
県
に
責
任
的
に
割
付

け
、
い
わ
ば
折
徴
の
額
制
を
設
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
前
に
列
挙
し
た
ほ
附
史
料
に
一
見
穀
数
制
と
受
取
れ
る
記
事
の
見
え
る
の
は
、
そ
の
実
、
折

徴
す
可
き
穀
の
額
数
に
外
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
ろ
う
。
此
の
様
な
解
釈
に
立
っ
て
前
に
列
挙
し
た
諸
史
料
を
再
顧
す
る
に
、
何
れ
も
矛
盾
な
く
理

解
せ
ら
れ
、
寧
ろ
一
切
の
関
係
が
却
っ
て
す
っ
き
り
す
る
様
に
さ
え
思
わ
れ
る
。



先
ず
両
税
法
初
年
度
の
穀
額
た
る
中
央
用
二
百
万
、
地
方
用
四
百
万
、
合
計
六
百
万
石
に
就
い
て
再
検
討
す
る
に
、
そ
れ
は
此
の
穀
額
に
並

べ
ら
れ
て
い
る
中
央
用
九
百
五
十
余
万
貫
、
地
方
用
二
千
五
十
余
万
貫
、
合
計
三
千
余
万
貫
の
銭
額
に
対
立
し
て
両
税
法
の
税
物
二
本
立
て
を

構
成
し
て
い
た
志
の
で
は
な
く
、
実
は
銭
数
原
則
に
よ
っ
て
最
初
に
算
出
せ
ら
れ
た
中
央
用
・
地
方
用
、
及
び
そ
の
合
計
た
る
国
家
総
歳
用
と

し
て
の
歳
徴
予
算
総
銭
額
の
う
ち
よ
り
折
徴
必
遂
量
と
し
て
割
出
さ
れ
た
穀
額
で
あ
り
、
従
っ
て
中
央
用
九
百
五
十
余
万
、
地
方
周
二
千
五
十

余
万
、
合
計
三
千
余
万
貫
の
銭
額
は
、
初
め
の
歳
徴
予
算
総
銭
額
か
ら
中
央
用
ニ
百
余
万
石
、
地
方
用
四
百
余
万
石
の
米
麦
折
徴
に
必
要
と
す

る
銭
額
を
差
引
い
た
残
り
の
分
と
解
す
可
き
も
の
で
あ
る
G

最
初
の
歳
徴
予
定
総
銭
額
は
、
米
中
友
六
百
余
万
石
の
米
麦
別
石
高
が
判
ら
な
い
為

註
U

め
正
確
な
逆
算
の
方
法
が
な
い
が
、
米
毎
石
二
賞
、
麦
毎
石
推
定
約
一
貫
の
時
価
と
し
て
、
仮
に
米
麦
六
百
万
石
の
総
価
額
を
一
千
万
貫
前
後

と
見
な
せ
ば
、
初
定
の
総
銭
額
は
大
約
四
千
万
貫
前
後
で
あ
っ
た
こ
と
と
な
る
。
此
の
推
算
は
勿
論
確
実
挫
の
乏
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
説
明

の
便
宜
上
、
仮
に
此
の
推
算
数
J

子
を
借
用
す
る
と
、
建
中
元
年
に
初
め
て
施
行
せ
ら
れ
た
両
税
法
の
歳
徴
予
算
制
は
銭
数
原
則
に
よ
っ
て
巾
火

用
・
地
方
用
合
せ
て
大
約
四
千
万
貫
と
定
め
ら
れ
、
こ
の
ろ
ち
約
一
千
万
貫
を
米
麦
六
百
万
石
の
折
徴
用
に
充
て
、
そ
の
残
り
が
三
千
余
万
貫

と
な
っ
て
い
た
と
云
う
関
係
に
な
る
。
米
麦
六
百
万
石
は
国
家
不
可
触
の
必
需
数
量
で
あ
る
為
め
、

こ
れ
を
各
道
州
県
に
責
任
的
に
割
付
け
、

そ
の
責
任
数
量
を
額
制
と
し
て
確
保
せ
し
め
た
。
従
っ
て
こ
の
六
百
万
石
を
更
に
他
の
物
に
折
変
す
る
こ
と
は
原
則
的
に
考
え
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
然
し
六
百
万
石
の
折
徴
分
を
差
引
い
た
三
千
余
万
貫
の
銭
額
は
、
そ
の
内
訳
を
な
す
中
央
用
九
百
五
十
余
万
貫
、
地
方
用

二
千
五
十
余
万
貰
の
銭
額
と
共
に
、
課
税
の
額
高
を
一
小
す
銭
数
で
あ
っ
て
、
徴
収
す
可
き
実
銭
の
額
で
は
な
く
、
右
の
銭
数
か
ら
布
絹
・
草
そ

の
他
雑
多
な
官
用
品
の
折
徴
が
行
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
額
制
を
設
け
て
必
徴
を
期
し
た
米
麦
六
百
万
石
以
外
に
必
要
を
生
じ
た
穀
量
も

亦
こ
の
三
千
余
万
貫
の
銭
数
内
か
ら
折
徴
せ
ら
る
可
き
も
の
で
あ
っ
強

国
家
に
取
っ
て
不
可
般
の
米
麦
六
百
万
石
が
折
徴
必
遂
額
と
し
て
額
制
化
せ
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
此
の
六
百
万
石
の
諸
道
州
県
及
び
民
戸
へ

の
配
課
が
決
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
そ
の
配
分
は
只
資
産
の
評
定
に
よ
っ
て
計
出
せ
ら
れ
た
富
力
の
大
小
の
み
を
基
準
と
す
可
き
で
な

初
炎
の
両
税
法
の
見
尉
原
則
と
鋭
数
・
鋭
納
原
則



制
問
炎
の
両
税
法
の
見
届
原
則
と
銃
数
・
銭
納
原
則

く
、
軍
糧
・
禄
粟
等
の
必
要
量
や
米
麦
の
生
産
状
況
等
を
各
地
区
・
各
戸
毎
に
勘
案
し
て
決
め
ら
る
可
き
で
あ
る
。
先
に
列
挙
し
た
建
中
元
年

二
月
の
「
其
応
科
桝
到
。
拠
大
暦
十
四
年
見
佃
青
苗
地
額
均
配
」
な
る
条
論
文
は
正
に
こ
の
額
制
佑
せ
ら
れ
た
六
百
万
石
の
配
当
基
準
を
一
ぷ
し

た
も
の
と
見
る
可
、
き
で
あ
ろ
う
。
即
ち
応
科
朗
到
と
は
額
制
佑
せ
ら
れ
た
六
百
余
万
石
の
必
徴
米
麦
を
指
し
、
条
請
の
全
文
は
そ
の
配
分
を
咋

大
暦
十
四
年
E

度
の
耕
作
地
の
面
積
に
応
じ
て
均
率
に
行
う
可
し
と
規
定
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
銭
数
制
に
対
立
す
る
穀
額
制
の
並
在
し
て
い
た

こ
と
を
一
市
す
史
料
と
見
る
必
要
は
無
く
な
っ
て
来
る
。

こ
の
様
に
必
徴
を
要
す
る
米
麦
の
数
量
が
各
州
県
や
民
戸
に
額
制
的
に
配
賦
せ
ら
れ
る

と
、
た
と
え
そ
れ
が
最
初
の
両
税
総
銭
数
の
中
か
ら
折
徴
と
し
て
割
出
さ
れ
て
来
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
現
実
の
面
で
と
ら
え
て
眺
め
る
な
ら

ば
、
恰
も
銭
数
・
穀
数
の
二
本
立
て
で
両
税
の
配
徴
が
行
わ
れ
て
い
た
か
の
観
を
呈
し
て
い
た
筈
で
あ
る
。
先
に
掲
げ
た
陸
宣
公
の
「
便
以
銭

穀
定
税
」
な
る
一
旬
は
、
両
税
の
配
徴
を
こ
う
し
た
現
象
面
で
と
ら
え
て
の
表
現
で
あ
っ
て
、
銭
数
・
穀
数
の
対
立
的
二
本
立
て
を
意
味
し
て

い
る
も
の
と
解
す
る
必
要
は
な
く
な
る
。
現
に
陸
宜
公
が
両
税
法
の
銭
数
一
本
制
な
る
こ
と
を
本
質
的
に
理
解
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
記
事
は

彼
の
奏
議
中
に
は
っ
き
り
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
此
の
こ
と
は
先
に
雌
に
引
証
論
究
し
た
所
で
あ
る
。
条
請
に
一
一
小
さ
れ
た
基
準
に
よ
っ

て
必
徴
穀
額
の
配
分
を
行
え
ば
当
然
農
業
地
域
が
多
く
を
負
担
す
る
こ
と
と
な
り
、
時
に
は
総
担
税
力
に
比
し
て
割
高
の
配
賦
を
受
け
る
州
県

も
出
た
筈
で
あ
る
が
、

そ
の
分
は
銭
額
と
し
て
残
さ
れ
て
い
た
合
計
三
千
余
万
貫
の
配
分
で
調
整
加
減
せ
ら
れ
た
筈
で
あ
る
。
州
県
に
配
分
せ

ら
れ
た
穀
額
の
各
民
一
戸
へ
の
配
賦
も
同
様
に
農
戸
に
集
中
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、

そ
れ
も
亦
銭
額
分
の
配
賦
に
於
い
て
差
引
調
整
せ
ら
れ
た
筈

で
あ
る
。
叉
耕
作
地
を
有
た
ぬ
商
工
戸
の
多
い
都
市
に
は
当
然
穀
物
の
配
賦
が
少
く
、
代
り
に
本
色
の
銭
や
貨
幣
的
物
資
た
る
布
吊
の
折
徴
が

多
く
割
り
当
て
ら
れ
る
こ
と
と
も
な
っ
た
筈
で
あ
る
。

つ
ま
り
農
村
は
穀
物
を
多
く
折
納
し
、
都
市
は
銭
の
本
色
納
又
は
貨
幣
的
物
資
の
折
納

を
多
く
受
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
租
税
負
担
者
の
実
情
に
よ
く
適
っ
た
合
理
的
な
徴
説
方
法
で
あ
っ
た
と
一
五
え
る
。
農

村
の
穀
、
都
市
の
鋭
向
的
、
両
税
の
突
徴
品
目
に
於
け
る
此
の
分
佑
傾
向
は
そ
の
合
理
性
に
支
え
ら
れ
て
時
代
の
降
る
に
従
っ
て
顕
者
佑
し
て
行

っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
両
税
法
の
運
営
面
の
問
題
に
属
す
る
の
で
、
此
所
に
は
詳
考
を
省
く
。



次
に
大
平
虚
を
三
分
し
て
出
来
た
諸
藩
の
う
ち
、
新
平
虚
が
管
内
五
州
の
両
税
上
供
を
一
十
九
万
三
千
九
百
八
十
九
貫
と
銭
数
一
本
で
決
定

し
て
い
る
の
に
対
し
、
天
平
が
管
下
三
州
の
上
供
を
両
税
・
檀
酒
合
わ
せ
て
銭
十
五
万
貫
・
餅
到
五
万
石
と
銭
数
・
穀
数
の
二
本
立
て
で
決
め

て
い
る
の
は
、
新
平
虚
が
必
徴
の
穀
額
を
折
算
し
な
い
前
の
銭
数
原
則
そ
の
ま
ま
の
数
字
を
挙
げ
た
の
に
対
し
て
、
天
平
は
必
徴
穀
額
の
折
算

を
了
え
た
数
字
を
挙
げ
た
と
云
う
相
違
に
依
る
も
の
で
、
天
平
の
史
料
は
決
し
て
両
税
法
の
銭
数
・
穀
数
二
本
立
て
を
示
す
も
の
で
な
い
と
い

う
断
定
が
可
能
で
あ
り
、
然
も
此
の
断
定
の
正
し
い
こ
と
は
此
れ
迄
に
論
述
し
て
来
た
所
か
ら
当
然
認
め
ら
れ
る
筈
の
も
の
で
あ
っ
て
、
此
所

に
更
め
て
説
明
を
加
え
る
必
要
は
な
い
様
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
一
見
穀
数
・
銭
数
二
本
立
て
を
思
わ
せ
る
諸
史
料
も
、
こ
れ
を
詳
し
く
考
察

す
る
な
ら
ば
、
そ
の
穀
数
は
銭
数
制
下
に
於
げ
る
折
色
が
強
佑
せ
ら
れ
額
制
佑
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
乙
と
が
確
認
せ
ら
れ
、
却
っ
て
両
税
の

銭
数
原
則
一
本
制
な
る
こ
と
の
補
証
に
役
立
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。

以
上
を
要
す
る
に
、
両
税
法
は
民
戸
や
州
県
の
課
税
対
象
資
産
額
を
評
定
表
示
す
る
に
銭
数
を
以
て
し
、
そ
れ
に
基
い
て
賦
課
す
る
税
額
も

鏡
数
で
決
定
表
示
し
、
延
い
て
は
そ
の
徴
納
を
も
銭
を
本
色
と
し
、
総
じ
て
鏡
数
・
鋸
納
原
則
に
立
っ
て
い
た
。
但
し
此
の
原
則
に
よ
っ
て
決

め
ら
れ
た
税
額
の
徴
納
は
諸
物
の
大
幅
高
率
の
折
色
を
以
て
運
営
し
、
特
に
国
家
が
絶
対
に
不
可
棋
と
し
た
一
定
量
の
米
麦
は
こ
れ
を
確
保
す

る
必
要
か
ら
そ
の
折
徴
を
額
制
佑
し
、

一
見
、
銭
数
・
穀
数
二
本
立
て
に
受
取
れ
る
運
営
を
行
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（E
）

原

則

の

草

新

的

意

義

折
色
徴
納
の
運
営
を
伴
う
銭
数
・
銭
納
原
則
の
租
税
は
両
税
法
を
倹
っ
て
初
め
て
出
現
し
た
の
で
は
無
い
。
遠
い
昔
は
措
い
て
、
両
税
法
に

先
行
す
る
同
じ
唐
代
の
税
法
に
就
い
て
見
る
も
、
建
国
後
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
戸
税
や
資
課
、
安
史
の
乱
後
（
広
徳
二
年
）
に
創
設
せ
ら

れ
た
青
苗
銭
等
は
何
れ
も
折
色
徴
納
の
運
営
を
認
め
た
銭
数
・
銭
納
原
則
の
税
で
あ
る
。
戸
税
・
資
課
は
共
に
時
代
を
降
る
に
従
っ
て
発
展

し
、
青
苗
銭
も
重
要
な
税
と
な
っ
て
、
そ
れ
ら
を
合
せ
た
銭
数
・
銭
納
制
諸
税
の
歳
入
総
額
は
次
第
に
比
重
を
ま
し
つ
つ
あ
っ
た
。
単
税
原
則

に
立
つ
両
税
法
が
銭
数
・
銭
納
制
原
則
を
取
入
れ
て
税
法
を
銭
数
・
銭
納
制
の
一
本
に
集
成
し
た
の
は
、
そ
れ
迄
に
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た
銭
数

錫
炎
の
両
税
法
の
見
居
原
則
と
銭
数
・
銭
納
原
則



組
問
炎
の
両
税
法
の
見
屠
原
則
と
銭
数
・
銭
納
原
則

二
四

－
銭
納
制
諸
税
の
比
重
増
大
傾
向
を
引
継
い
で
、

一
気
に
ζ
れ
を
終
点
に
持
込
ん
だ
も
の
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
云
え
る
。

銭
数
・
銭
納
制
原
則
に
立
つ
両
税
法
は
一
説
一
物
の
徴
税
法
で
あ
る
が
、
此
の
一
税
一
物
制
も
唐
初
以
来
の
主
要
な
諸
税
に
共
通
し
て
見
ら

れ
る
所
で
あ
る
。
戸
税
・
資
課
・
青
苗
鏡
の
銭
、
租
・
地
税
の
粟
、
庸
調
の
絹
（
綿
）
又
は
ζ
れ
に
代
る
布
（
麻
）
等
、
何
れ
も
折
色
徴
納
を

伴
っ
た
一
税
一
物
制
で
あ
る
。
従
っ
て
両
税
の
折
色
徴
納
ぞ
伴
う
一
税
一
物
制
は
こ
れ
ら
従
来
の
制
を
継
い
だ
も
の
で
、
目
新
し
い
制
度
と
は

云
え
な
い
、

一
税
一
物
制
は
租
税
に
取
っ
て
色
々
の
面
か
ら
必
要
な
制
度
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
由
来
は
極
め
て
古
く
、
両
税
法
の
も
つ
新
味
と

－
税
一
物
の
点
に
於
い
て

考
え
る
余
地
は
な
い
。
と
の
様
に
両
税
法
の
鏡
数
・
銭
納
原
則
は
、
銭
数
定
賦
・
折
色
徴
納
の
面
に
於
い
て
も
、

も
、
共
に
両
税
法
が
初
め
て
取
入
れ
た
新
原
則
で
は
な
い
が
、
然
も
こ
の
使
い
古
し
の
原
則
も
両
税
法
の
他
の
原
則
た
る
単
税
制
と
結
び
つ
け

ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
実
に
は
極
め
て
大
き
な
説
制
革
新
の
役
割
を
果
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

両
税
法
以
前
の
一
税
一
物
は
、
数
多
の
税
目
が
並
存
し
、

E
つ
税
目
毎
に
そ
の
税
物
が
異
っ
て
い
た
為
め
、

税
収
品
目
を
総
体
的
に
見
れ

ば
、
布
絹
（
麻
綿
）
・
粟
・
銭
等
に
分
れ
、
財
政
上
の
重
要
必
須
品
目
は
本
色
の
形
で
悉
く
調
え
ら
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の

う
ち
、
数
量
的
・
価
額
的
に
圧
倒
的
地
位
を
占
め
て
い
た
の
は
粟
と
布
絹
と
で
、
銭
は
逐
年
増
収
し
つ
つ
あ
っ
た
と
は
云
ぇ
、
右
両
品
目
に
比

す
れ
ば
懸
絶
し
て
少
か
っ
た
。
所
が
両
税
法
の
銭
数
・
銭
納
制
原
則
は
、
両
税
法
が
単
税
制
で
あ
っ
た
が
故
に
銭
数
・
錨
納
原
則
の
税
入
を
唯

一
絶
対
の
も
の
と
し
、
税
制
上
に
於
け
る
銭
の
地
位
を
強
佑
し
確
立
し
た
。
そ
れ
は
所
調
「
任
土
作
貫
」
の
現
物
納
税
を
最
高
の
理
想
的
税
法

と
信
じ
、
伝
統
的
に
銭
納
の
税
制
を
嫌
い
、
農
民
自
ら
の
生
産
品
た
る
粟
・
麦
、
布
絹
等
を
税
物
と
す
る
乙
と
に
強
く
執
着
し
て
来
た
中
国
に
於

い
て
は
正
に
劃
期
的
な
税
制
の
革
新
で
あ
っ
た
と
云
う
可
‘
き
で
あ
る
。
任
土
作
貢
の
物
納
税
制
に
対
す
る
伝
統
的
な
思
組
は
そ
の
後
も
尚
根
強

く
存
続
し
、
此
の
立
場
か
ら
す
る
両
税
法
批
判
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
現
に
陸
宜
公
も
そ
の
有
力
な
一
人
で
あ
っ
て
、
銭
数
・
銭
納
原
則
に
は
そ
の
思

想
的
基
盤
に
於
い
て
尚
未
熟
な
も
の
が
見
ら
れ
、
叉
運
営
面
に
於
げ
る
高
率
巨
額
の
折
色
徴
納
が
採
用
せ
ら
れ
て
実
銭
の
徴
収
が
銭
額
総
数
に

比
し
格
段
と
少
く
、

そ
こ
に
税
財
政
上
に
於
け
る
銭
の
絶
対
性
に
未
完
部
分
が
残
さ
れ
て
い
た
と
云
え
る
が
、
銭
物
の
最
大
使
用
者
で
あ
り
、



超
巨
額
使
用
者
で
も
あ
る
国
家
の
税
制
が
銭
数
・
銭
納
原
則
の
一
本
に
切
換
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
税
制
史
・
財
政
史
上
の
大
革
新
で
あ
っ
た
の

み
な
ら
ず
、
貨
幣
史
、
更
に
は
広
く
経
済
史
、
延
い
て
は
社
会
史
の
面
か
ら
も
見
逃
し
得
な
い
劃
期
的
大
革
新
で
あ
っ
た
。
銭
数
・
銭
納
制
原

則
が
貨
幣
金
融
史
の
面
や
商
業
利
貸
資
本
の
発
展
、

そ
こ
か
ら
必
然
的
に
生
れ
て
来
る
商
人
階
級
の
拾
頭
や
地
主
の
発
展
等
に
興
え
た
影
響
は

極
め
て
大
き
く
、
両
税
法
の
此
の
原
則
を
離
れ
て
右
の
諸
問
題
を
根
本
的
に
究
明
す
る
こ
と
は
望
み
得
な
い
と
云
う
も
過
言
で
な
い
の
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
の
問
題
へ
の
踏
み
込
み
は
一
切
控
え
て
、
専
ら
税
制
史
の
立
場
か
ら
の
み
考
祭
す
る
こ
と
と
す
る
。

税
法
の
銭
数
・
銭
納
制
一
本
化
を
意
味
す
る
両
税
法
の
銭
数
・
銭
納
制
原
則
採
用
の
一
因
と
し
て
、
従
来
か
ら
一
般
に
指
摘
せ
ら
れ
て
い
る

銅
銭
の
流
通
発
達
、
即
ち
貨
幣
経
済
の
発
達
を
殊
更
に
無
視
す
る
の
は
正
し
く
な
い
。
銭
の
流
通
発
達
を
背
景
と
し
な
い
銭
数
・
銭
納
制
税
法

の
存
在
は
理
論
的
に
考
え
ら
れ
な
い
所
で
あ
る
。
銅
銭
の
流
通
は
唐
初
以
来
徐
々
に
発
達
し
、
開
元
・
天
宝
の
盛
世
に
一
段
と
勢
を
益
し
、
安

史
の
乱
以
後
の
政
治
的
不
安
定
時
代
に
も
そ
の
趨
勢
を
弛
め
ず
、
更
に
唐
土
木
・
五
代
の
混
乱
を
経
て
再
統
一
の
宋
代
に
至
る
迄
、

一
途
に
躍
進

を
続
け
た
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
こ
と
は
殆
ん
ど
学
界
の
常
識
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
所
で
あ
る
。
こ
う
し
た
銅
銭
流
通
の
発
達
に
対
応
し
て

銭
数
・
銭
納
原
則
の
戸
税
や
資
課
が
出
現
し
、
更
に
青
苗
銭
が
添
設
せ
ら
れ
、
然
も
税
率
の
引
上
げ
や
賦
課
対
象
の
拡
大
が
行
わ
れ
、

一
部
に

折
色
徴
納
を
伴
い
乍
ら
も
漸
増
す
る
国
家
の
実
銭
需
要
に
応
じ
て
い
た
事
実
は
、
両
税
法
に
先
行
す
る
銭
数
・
銭
納
制
の
諸
税
が
銭
の
流
通
発
達

そ
れ
に
対
応
す
る
役
割
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
実
証
す
る
も
の
で
あ
り
、
延
い
て
は
両
税
法
の
銭
数
・
銭
納
制
に
も
銅
銭
の
流

通
発
達
に
対
応
す
る
意
味
が
含
ま
せ
ら
れ
て
い
た
乙
と
を
類
推
せ
し
め
る
有
力
な
参
考
と
な
る
。
然
し
乍
ら
両
税
法
の
銭
数
・
銭
納
原
則
が
銅

を
背
景
と
し
、

銭
の
流
通
発
達
を
背
景
に
置
い
て
い
た
こ
と
は
一
応
認
め
ら
れ
る
に
し
て
も
、
只
そ
れ
だ
け
ぞ
以
て
両
税
法
が
こ
の
原
則
を
採
用
し
た
所
以
を

完
全
に
説
明
し
悉
し
て
い
る
も
の
と
見
る
こ
と
は
、
こ
の
原
則
の
運
営
の
実
態
か
ら
絶
対
に
容
さ
れ
な
い
様
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
資
産
の
評
定

と
税
額
の
決
定
と
に
於
け
る
銭
数
制
原
則
は
全
く
原
則
通
り
の
適
用
を
見
な
が
ら
、
徴
納
に
於
げ
る
銭
納
制
原
則
は
他
物
の
折
色
徴
納
に
大
き

く
譲
歩
、
百
せ
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
銭
数
・
銭
納
制
原
則
の
採
用
を
専
ら
銭
の
流
通
発
達
に
の
み
結
び
つ
け
て
理
解
す
る
こ
と
の
不
当
性
が
一
示
、
）
U
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れ
て
い
る
も
の
の
如
く
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

銭
の
流
通
発
達
が
税
法
の
銭
数
・
銭
納
制
原
則
に
対
す
る
唯
一
、
叉
は
決
定
的
な
採
用
因
子
を
な
し
て
い
た
も
の
と
す
れ
ば
、
国
家
財
政
は

こ
の
銭
の
流
通
発
達
に
対
応
し
て
実
銭
の
需
要
を
著
増
し
て
行
っ
た
筈
で
あ
る
か
ら
、
単
税
制
の
両
税
と
し
て
此
の
需
要
に
応
じ
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
立
場
か
ら
折
色
徴
納
を
一
定
の
枠
内
に
抑
え
、
本
色
た
る
鏡
の
一
定
額
以
上
の
徴
納
を
確
保
し
、
且
つ
そ
の
本
色
の
額
率
を
次
第

に
拡
大
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
本
色
徴
納
の
向
上
拡
大
は
当
然
両
税
法
運
営
上
の
一
大
努
力
目
標
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
所
が
実
際
に
は
運
営
の
折
色
徴
納
は
広
汎
大
幅
で
あ
っ
た
と
と
、
先
に
論
述
し
た
如
く
で
あ
り
、
然
も
時
代
を
降
っ
て

憲
宗
時
代
に
は
逆
に
そ
の
幅
と
率
と
を
更
に
拡
大
し
て
本
色
の
銭
の
徴
納
率
額
を
逆
に
引
下
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
引
下
げ
は
錨
の
不
足

と
云
う
別
の
事
情
が
大
き
く
働
い
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
も
折
色
徴
納
に
見
る
こ
の
額
率
の
逐
年
的
拡
大
は
、

一
般
経
済
に
於
け
る

銅
銭
の
流
通
発
達
を
以
て
銭
数
・
鏡
納
原
則
の
唯
一
叉
は
決
定
的
な
直
接
因
子
と
な
す
見
解
の
成
立
を
大
き
く
妨
げ
る
も
の
と
云
わ
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
然
ら
ば
そ
の
決
定
的
因
子
は
何
に
求
む
可
き
か
。
銭
納
原
則
の
運
営
上
に
於
け
る
大
幅
の
後
退
に
対
し
、
銭
数
原
則
の
完
全
履
行
は

右
の
問
題
に
対
す
る
解
決
の
鍵
が
銭
納
制
で
な
く
て
銭
数
制
に
在
っ
た
こ
と
を
推
掴
せ
し
め
る
。
よ
っ
て
と
の
銭
数
原
則
を
右
の
立
場
か
ら
再

検
討
し
て
見
る
。

主
要
租
税
に
於
け
る
一
税
一
物
制
は
唐
初
以
来
変
っ
て
い
な
い
が
、
両
税
法
以
前
は
多
数
税
目
が
並
存
し
て
い
て
徴
納
の
本
色
を
そ
れ
ぞ
れ

異
に
し
て
い
た
為
め
、
総
体
的
に
見
た
税
入
品
目
は
本
色
の
ま
ま
で
既
に
布
絹
・
粟
・
銭
の
国
家
最
大
須
要
品
を
揃
え
て
い
た
。
両
税
法
に
於

い
て
は
単
税
制
の
為
め
に
原
則
通
り
の
本
色
徴
納
を
徹
底
す
れ
ば
税
収
品
は
銭
一
本
に
限
定
せ
ら
れ
る
筈
で
あ
っ
た
が
、
実
際
は
広
汎
高
率
の

折
色
徴
納
に
よ
っ
て
や
は
り
布
絹
・
粟
・
鏡
の
国
家
最
大
須
要
品
目
を
取
立
て
、
制
度
と
し
て
の
税
法
に
は
大
革
新
を
断
行
し
乍
ら
も
、
そ
の

実
徴
品
目
に
は
従
来
の
も
の
を
殆
ん
ど
そ
の
ま
ま
受
継
い
で
、
税
法
大
革
新
に
よ
る
財
政
面
の
混
乱
を
防
い
で
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
の

事
情
と
し
て
、
税
制
が
ど
う
変
ろ
う
と
も
、
布
絹
・
粟
・
銭
の
三
大
品
目
は
税
徴
物
の
中
心
に
お
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。

税



一
物
主
義
の
税
法
を
以
て
こ
れ
ら
の
三
大
財
用
物
資
を
取
立
て
る
為
め
に
、
両
税
法
以
前
に
於
い
て
は
此
れ
ら
の
各
品
目
を
本
色
納
と
す
る
諸

税
目
を
設
定
し
、
単
税
原
則
に
立
つ
両
税
法
に
於
い
て
は
本
色
納
を
銭
一
本
に
絞
っ
て
後
ら
大
幅
高
率
の
折
徴
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
両
税
法

の
単
税
制
は
税
目
繁
多
の
時
弊
を
低
草
す
る
為
め
の
必
要
に
出
た
も
の
で
あ
り
、

一
税
一
物
制
は
税
法
必
須
の
要
件
に
副
っ
た
も
の
で
あ
る

が
、
こ
の
単
税
制
の
両
税
法
が
そ
の
一
税
一
物
の
本
色
品
目
を
立
て
る
に
当
っ
て
、
何
故
穀
・
白
巾
を
措
い
て
銭
を
選
ん
だ
の
か
。
此
の
点
の
考

究
が
銭
数
・
銭
納
原
則
に
聯
関
し
て
重
要
に
な
っ
て
来
る
3

そ
し
て
こ
の
問
題
の
解
決
は
此
の
三
大
品
目
の
何
れ
が
両
税
法
の
本
色
徴
納
品
目

と
し
て
最
も
適
し
て
い
る
か
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
在
る
。
尚
両
説
法
は
戸
産
対
応
賦
課
の
税
で
あ
る
か
ら
、
三
品
目
の
検
討
も
此
の
戸
産

対
応
賦
課
に
対
す
る
適
性
を
重
要
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

先
ず
布
絹
の
財
用
物
資
と
し
て
の
長
短
を
考
え
る
に
、
税
物
と
し
て
長
期
の
財
政
貯
備
に
堪
え
難
く
、
汚
損
変
質
の
危
険
が
あ
る
こ
と
、
単

位
価
値
が
過
大
で
小
単
位
に
分
割
出
来
な
い
こ
と
等
の
大
き
な
歓
陥
を
も
っ
。
前
者
は
収
支
の
運
営
に
気
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
或
る
程
度

緩
和
せ
ら
れ
る
と
し
て
も
、
後
者
の
棋
陥
は
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
。

布
は
端
（
段
）
、
｛
絹
は
匹
（
疋
）
を
基
本
単
位
と
す
る
が
、

建
中
元
年
の
匹
絹
は
市
価
が
四
千
文
、
折
税
宮
価
が
三
千
二
百
文
前
後
で
あ
っ
た
と
云
う
か
ら
、
単
位
価
額
は
銭
の
一
文
に
比
し
て
三
四
千
倍

に
も
達
し
て
い
た
こ
と
と
な
る
。
尤
も
布
絹
は
丈
尺
寸
（
一
端
は
五
丈
、

一
匹
は
四
丈
）
の
分
割
単
位
を
も
ち
、
資
産
額
・
税
額
の
計
算
表
示

に
此
の
分
割
単
位
を
用
い
る
乙
と
が
出
来
た
が
、
現
実
に
寸
断
せ
ら
れ
た
裂
地
の
再
接
合
は
不
可
能
で
そ
の
価
値
を
裂
地
の
分
散
以
上
に
喪
失

す
る
か
ら
、
尺
寸
分
厘
で
一
亦
さ
れ
た
税
額
を
そ
の
ま
ま
に
徴
収
す
る
こ
と
は
実
際
問
題
と
し
て
無
意
味
で
あ
っ
た
。
即
ち
布
絹
は
戸
別
の
零
細

な
税
額
を
決
定
表
示
し
徴
収
す
る
物
件
と
し
て
甚
し
く
不
適
で
ゐ
っ
た
。
種
々
の
税
目
が
再
び
並
立
し
て
い
た
宋
代
で
は
端
匹
未
満
分
の
税
額

を
数
戸
或
は
数
丁
合
し
て
匹
絹
端
布
の
整
数
と
し
て
徴
収
す
る
こ
と
が
広
く
行
わ
れ
、
名
づ
け
て
合
零
就
整
と
呼
ぴ
、

そ
の
先
制
は
唐
の
租
庸

調
時
代
か
ら
既
に
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
方
法
は
簡
潔
た
る
可
き
税
法
運
営
上
の
要
件
に
反
し
て
税
務
を
甚
し
く
煩
雑
な
ら
し

め
、
こ
れ
に
乗
ず
る
末
端
税
吏
の
舞
文
私
収
を
横
行
せ
し
め
、
結
局
、
税
制
そ
の
も
の
を
も
寓
敗
せ
し
め
て
い
た
。
税
額
が
零
細
な
端
数
を
生

桜
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ず
る
税
制
に
於
い
て
は
、
単
位
過
大
、
分
断
失
価
の
短
所
を
も
っ
布
絹
は
一
税
一
物
の
税
物
と
し
て
甚
し
く
不
適
で
み
っ
た
の
で
あ
る
。
布
絹

を
税
物
と
し
て
い
た
庸
調
の
制
度
を
見
る
に
、
丁
対
象
・
固
定
均
額
の
賦
課
で
、
毎
丁
、
庸
は
一
・
五
端
匹
、
調
は
0
・
五
端
匹
で
、
合
計
毎

丁
二
端
匹
の
整
数
で
あ
っ
た
。
布
絹
納
の
庸
調
は
こ
の
整
数
・
均
額
・
固
定
性
の
三
要
素
を
具
備
し
て
い
た
が
故
に
運
営
が
出
来
た
の
で
あ

る
。
所
が
両
税
法
は
量
出
制
入
と
戸
産
対
応
均
率
賦
課
と
の
岡
原
則
に
立
ち
、
従
っ
て
毎
一
戸
の
税
額
は
資
産
に
按
分
せ
ら
れ
て
零
細
な
端
数
を

生
じ
、
叉
財
政
支
出
の
伸
縮
に
左
右
せ
ら
れ
て
毎
年
増
減
を
来
す
可
き
制
度
の
税
で
あ
っ
た
。
税
額
の
決
定
に
先
行
す
る
戸
産
の
評
定
に
於
い

て
も
零
細
な
端
数
を
生
ず
る
こ
と
は
同
様
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
資
産
額
・
税
額
の
計
算
表
示
に
於
い
て
単
位
の
零
細
な
銭
が
単
位
の
過
大
な

布
絹
に
勝
る
こ
と
は
万
々
で
あ
る
。
殊
に
決
定
税
額
の
取
立
て
に
於
け
る
銭
の
優
越
が
絶
対
的
で
あ
る
こ
と
は
、
云
う
迄
も
あ
る
ま
い
。
戸
等

対
応
賦
課
の
戸
税
は
天
宝
末
年
に
於
い
て
九
等
戸
二
百
二
十
二
文
、
八
等
戸
四
百
五
十
二
文
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
銭
数
を
以
て
零
細
に
各
等

戸
の
税
額
を
割
出
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
が
、
戸
等
対
応
に
比
し
て
各
戸
の
税
額
の
割
出
し
が
一
層
複
雑
零
細
と
な
る
戸
産
対
応
の
両
税
法
は

一
段
と
銭
数
制
に
依
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
加
う
る
に
、
銭
は
汚
損
変
質
に
よ
る
価
値
減
耗
の
心
配
色
全
然
無
か
っ
た
。
但
し
布

組
に
も
税
用
物
資
と
し
て
の
長
所
が
無
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
逆
に
銭
に
も
短
所
が
あ
っ
た
。
布
絹
は
銭
・
銀
と
共
に
交
換
手
段
と
し
て
盛

ん
に
流
通
し
て
い
た
貨
幣
的
物
資
で
あ
り
、
殊
に
遠
方
輸
財
に
適
し
た
所
謂
軽
貨
と
し
て
盛
用
せ
ら
れ
て
い
た
。
絹
一
匹
の
基
準
重
量
は
十
一

二
両
、
即
ち
百
十
匁
乃
至
百
二
十
匁
程
度
で
あ
り
、
銭
一
文
の
重
さ
は
そ
の
称
名
の
如
く
一
匁
（
文
目
）
で
あ
っ
た
。
建
中
元
年
当
時
の
絹
価

は
一
匹
に
就
き
三
千
二
百
文
（
官
の
折
税
価
）
乃
至
四
千
文
（
市
価
）
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
匹
絹
に
当
る
銭
の
重
さ
は
三
貫
ニ
百
匁
乃
至

四
貫
匁
と
な
り
、
匹
絹
の
百
一
二
十
匁
に
比
し
て
三
四
十
倍
に
も
達
し
て
い
た
こ
と
と
な
る
。
布
絹
が
金
銀
と
共
に
遠
方
輸
財
に
重
宝
が
ら

れ
、
軽
貨
・
軽
費
等
と
呼
ば
れ
て
い
た
所
以
が
自
ら
理
解
せ
ら
れ
る
が
、
税
物
も
亦
広
く
天
下
に
徴
せ
ら
れ
、
遠
距
離
聞
を
輸
送
し
て
収
支
せ

ら
れ
、
且
つ
そ
の
数
量
は
巨
額
に
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
軽
貨
た
る
布
自
巾
に
依
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
場
合
が
多
か
っ
た
。
此
れ
が
寧
衣
絹
の

大
量
需
要
と
相
倹
っ
て
折
色
徴
納
の
布
絹
の
量
を
多
か
ら
し
め
た
所
以
で
あ
る
。
銭
は
価
値
輸
送
の
手
段
と
し
て
は
重
、
さ
に
失
す
る
。
然
も
銭



は
主
と
し
て
銅
の
生
産
不
振
に
よ
っ
て
鋳
造
額
が
振
わ
ず
、
需
要
増
に
応
副
す
可
き
鋳
造
供
給
の
増
加
が
思
う
に
任
せ
な
か
っ
た
。
叉
銅
銭
流

通
未
発
達
の
地
域
も
未
だ
広
大
に
残
さ
れ
て
お
り
、
租
税
を
一
律
に
現
銭
一
本
で
徴
納
す
る
こ
と
は
実
際
問
題
と
し
て
不
可
能
で
あ
っ
た
。
即

ち
銭
に
は
章
一
量
の
過
犬
、
数
量
面
の
制
施
、
未
使
用
地
域
の
存
在
等
、
税
用
物
件
と
し
て
の
実
際
面
に
そ
の
短
所
が
認
め
ら
れ
る
の
で
み
の
る
。

即
ち
税
用
物
件
と
し
て
の
布
絹
と
銭
と
を
比
較
し
た
場
合
、
課
税
対
象
資
産
の
評
価
表
示
、
税
額
の
配
定
等
に
於
い
て
は
銭
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
一
方
的
な
強
味
が
銭
に
在
り
、
実
際
の
徴
納
収
支
の
面
に
於
い
て
は
零
細
徴
収
の
点
で
銭
に
、
大
量
集
用
や
遠
方
輸
送
の
点
で
布
鳥
に
強
味

が
め
っ
た
と
云
え
る
。
尚
別
に
銭
に
は
数
量
の
快
乏
や
未
使
用
地
域
の
存
在
と
い
う
不
利
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
条
件
の
下
に
於
け
る
課
税
の

本
色
物
件
を
一
本
に
絞
る
と
す
れ
ば
、
当
然
銭
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

本
色
物
件
を
銭
と
す
れ
ば
、
銭
数
に
よ
っ
て
評
定
資
産
額
、
配
徴
税
額
は
何
れ
も
精
細
に
、
従
っ
て
公
平
に
算
定
表
示
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て

実
際
の
徴
納
に
は
折
色
を
行
い
、
高
額
納
税
者
よ
り
は
整
数
分
の
税
額
巻
布
絹
で
折
徴
し
、
一
匹
端
未
満
の
端
数
税
額
分
を
銭
叉
は
他
の
折
色

σ徴
収
す
る
乙
と
と
す
れ
ば
、
徴
収
・
輸
送
・
巨
額
集
中
使
用
等
の
主
要
税
財
政
業
務
は
す
べ
て
簡
便
円
滑
に
，
通
ぶ
こ
と
が
出
来
る
。
叉
額
数

算
定
を
銭
に
依
り
、
徴
収
は
布
絹
・
穀
等
の
折
色
に
依
れ
ば
、
た
と
え
銭
の
流
通
が
未
発
達
の
地
区
で
も
、
こ
の
税
法
の
適
用
に
支
障
を
来
す

こ
と
は
な
い
。
最
後
に
穀
に
就
い
て
考
え
る
に
、
単
位
の
細
分
佑
は
容
易
で
あ
る
が
、
資
産
の
評
定
表
示
に
は
時
代
不
適
で
あ
り
、
叉
貨
幣
的

機
能
巻
有
た
ぬ
物
資
と
し
て
一
定
量
以
上
の
収
納
は
財
政
的
に
無
意
味
で
あ
り
、
殊
に
重
量
の
最
も
嵩
張
る
物
資
と
し
て
遠
方
輸
送
に
不
便
な

こ
と
銭
よ
り
も
更
に
数
十
倍
甚
し
く
、
そ
の
貯
備
に
至
つ
て
は
、
大
規
模
な
施
設
を
必
要
と
す
る
上
に
変
質
が
早
か
っ
た
。
つ
ま
り
単
税
た
る

両
税
法
の
本
色
物
件
と
し
て
は
最
も
不
適
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

国
家
が
財
用
物
資
と
し
て
大
量
の
不
可
敏
品
と
し
て
い
た
穀
・
布
絹
・
銭
の
三
品
目
中
か
ら
、
単

税
制
た
る
両
視
の
一
税
一
物
制
本
色
物
件
と
し
て
銭
を
採
用
し
た
の
は
、
両
税
法
が
量
出
制
入
・
一
戸
産
対
応
の
原
則
に
立
つ
税
法
と
し
て
、
先

以
上
に
考
察
し
た
所
を
要
約
す
る
に
、

ず
資
産
の
評
定
表
示
を
精
細
に
行
う
必
要
が
あ
り
、
そ
の
為
め
に
貨
幣
的
品
目
を
採
用
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
、
叉
戸
産
や
そ
れ
に
対
応
す

揚
炎
の
両
税
法
の
見
居
原
則
と
銭
数
・
銭
納
原
則

二
九



揚
炎
の
両
税
法
の
見
岩
原
則
と
銭
数
・
銭
納
原
則

。

る
税
額
の
算
定
表
示
に
零
細
な
単
位
を
必
要
と
す
る
が
、
そ
れ
に
対
応
し
得
る
零
細
な
単
位
に
造
ら
れ
て
い
る
の
は
銭
で
あ
っ
た
こ
と
、
零
細

な
単
位
に
迄
割
出
さ
れ
た
各
戸
の
税
を
徴
す
る
に
は
や
は
り
単
位
の
零
細
な
銭
の
使
用
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
と
等
に
よ
る
の
で
あ

っ
て
、
全
額
又
は
高
率
に
及
ぶ
実
銭
そ
の
も
の
の
必
徴
を
前
提
と
し
て
の
鏡
数
・
銭
納
制
で
あ
っ
た
の
で
は
無
い
。
実
際
の
徴
収
に
於
い
て
、

国
家
不
可
散
の
穀
量
を
責
任
折
徴
と
し
て
額
制
の
下
に
お
く
外
、
自
由
折
穀
を
も
認
め
、
叉
軍
衣
及
び
軽
貨
と
し
て
の
布
絹
の
大
量
折
色
を
行

ぃ
、
更
に
そ
の
他
万
般
の
折
色
徴
納
を
大
幅
高
率
に
行
っ
て
い
る
の
は
、
鏡
数
・
銭
納
原
則
が
実
銭
の
高
額
必
徴
を
前
提
と
し
て
採
用
せ
ら
れ

た
も
の
で
な
い
こ
と
の
動
か
ぬ
証
拠
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
当
時
の
銭
貨
流
通
は
国
家
財
政
に
於
け
る
実
銭
の
高
率
収
支
を
絶
対
に
必
要
な
ら

し
め
る
ほ
ど
に
普
及
発
達
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
従
っ
て
当
時
の
貨
幣
経
済
発
達
の
程
度
が
銭
数
・
銭
納
原
則
の
採
用
に
対
す
る
決
定
的
因

子
で
あ
っ
た
と
解
す
る
見
か
た
は
成
立
し
難
い
の
で
あ
る
。
両
税
法
が
量
出
制
入
・
戸
産
対
応
均
率
賦
課
の
原
則
に
立
っ
て
い
た
必
然
の
所
産

と
し
て
、
戸
産
の
評
定
と
そ
れ
に
基
い
て
割
出
さ
れ
る
各
戸
の
税
額
と
を
精
細
に
計
出
す
る
最
適
の
計
算
単
位
を
な
す
銭
数
制
が
採
用
せ
ら

れ
、
銭
納
制
は
此
の
銭
数
制
の
延
長
的
原
則
と
し
て
併
せ
採
用
せ
ら
れ
た
も
の
と
見
る
可
き
で
、
か
く
見
て
こ
そ
銭
数
制
の
履
行
、
銭
納
制

の
折
納
運
営
佑
が
理
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
銭
納
原
則
の
採
用
が
貨
幣
経
済
の
普
及
発
達
を
背
景
に
お
い
て
い
る
こ
と
は
当
然
認
め

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
そ
れ
を
唯
一
叉
は
決
定
的
な
役
割
を
果
す
程
強
力
な
も
の
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
は
過
ぎ
た
る
も
の
と
云
わ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
鏡
数
・
銭
納
原
則
の
両
税
法
が
た
ま
た
ま
単
税
で
あ
っ
た
為
め
、
税
法
が
銭
数
・
銭
納
制
の
一
本
に
絞
ら
れ
、
い
か
に
も
貨
幣
経
済
の
高

度
の
発
達
が
税
制
に
直
射
し
た
・
も
の
で
あ
る
か
の
印
象
を
与
え
る
が
、
若
し
こ
の
時
の
税
制
改
革
が
単
税
制
を
必
要
と
せ
ず
、
三
数
税
目
へ
の

整
理
統
合
の
方
向
を
辿
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
恐
ら
く
両
税
法
下
の
最
重
要
折
色
物
件
た
る
穀
や
布
絹
を
本
色
と
す
る
税
目
が
銭
を
本
色
と
す
る

税
目
と
並
存
せ
し
め
ら
れ
て
い
た
で
あ
ら
う
。
要
す
る
に
、
両
税
法
の
銭
納
原
則
は
銭
数
原
則
の
延
長
的
な
採
用
の
意
味
が
強
く
、
此
の
銭
納

制
を
導
出
し
た
銭
数
制
は
量
出
制
入
・
戸
産
対
応
均
率
賦
課
等
の
基
本
的
諸
原
則
を
具
現
佑
し
て
行
く
上
に
必
要
な
運
営
上
の
原
則
と
し
て
採

用
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
逆
に
云
え
ば
、
量
出
制
入
・
一
戸
産
対
応
均
率
賦
課
等
の
基
本
的
諸
原
則
は
運
営
面
に
於
け
る
銭
数
・
銭
納
制
原
則



に
よ
っ
て
そ
の
実
施
を
支
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

両
税
法
が
銭
数
・
銭
納
制
原
則
を
採
用
し
た
所
以
に
就
い
て
の
見
解
は
以
上
の
如
く
で
あ
る
が
、
採
用
の
所
以
が
何
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、

そ

の
単
税
原
則
と
相
倹
っ
て
、
人
口
に
檎
表
し
て
い
た
「
任
土
作
貢
」
の
一
句
に
見
ら
れ
る
伝
統
的
・
信
仰
的
根
強
さ
を
有
っ
た
そ
れ
迄
の
物
納

制
原
則
の
税
法
を
一
挙
に
銭
数
・
銭
納
制
原
則
の
税
法
一
本
に
転
換
し
た
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
史
実
で
あ
っ
て
、

そ
こ
に
こ
の
原
則
の
も
つ
最

大
の
革
新
的
意
義
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
叉
量
出
制
入
・
戸
産
・
対
応
均
率
賦
課
等
の
他
の
革
新
的
諸
原
則
に
対
し
そ
の
運
営
上

の
支
え
と
し
て
の
役
割
を
果
し
て
い
た
点
に
も
間
接
的
乍
ら
革
新
的
意
義
を
含
ん
で
い
た
こ
と
を
見
落
し
て
は
な
ら
ぬ
。
尚
両
税
法
の
銭
数
・

銭
納
原
則
を
以
て
、
銅
銭
の
流
通
、
貨
幣
経
済
の
発
遠
を
遠
景
と
は
し
て
い
る
が
、
直
接
の
決
定
要
因
と
は
せ
ず
、
寧
ろ
両
税
運
営
上
の
技
術

的
要
因
に
よ
り
強
く
か
か
っ
て
い
た
と
す
る
見
解
は
、
両
税
研
究
の
重
要
部
門
の
一
た
る
両
税
法
と
経
済
と
の
相
関
関
係
を
究
明
す
る
際
の
基

本
的
な
態
度
の
問
題
と
し
て
重
要
な
意
味
を
有
っ
て
来
る
こ
と
を
こ
こ
に
一
言
附
加
し
て
お
く
。

（

E
）
原
則
の
抑
藩
振
朝
的
意
義

銭
の
流
通
無
く
し
て
銭
数
・
銭
納
原
則
の
税
法
が
生
れ
出
る
筈
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
原
則
が
た
と
え
そ
れ
を
直
接
の
決
定
的
要
因

と
し
て
は
い
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
大
き
な
遠
景
と
し
て
い
た
こ
と
は
否
め
ぬ
事
実
で
あ
る
。
当
初
か
ら
大
幅
・
高
率
の
折
色
徴
納
を
伴
っ
て

運
営
せ
ら
れ
た
銭
納
原
則
の
採
用
は
、
銅
銭
の
流
通
発
達
が
と
に
も
か
く
に
も
銭
納
原
則
の
単
税
制
を
着
組
せ
し
め
、
折
色
徴
納
の
下
に
運
営

が
可
能
な
程
度
に
迄
は
進
ん
で
い
た
が
、

こ
れ
を
原
則
に
近
い
形
で
運
営
し
て
行
く
に
は
、
不
充
分
な
程
度
に
止
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も

の
と
解
す
可
、
き
で
あ
る
。

銭
の
流
通
を
中
心
と
す
る
貨
幣
経
済
の
発
達
は
国
家
財
政
に
於
け
る
銅
銭
の
使
用
量
を
必
然
的
に
増
大
せ
し
め
る
。
国
家
権
力
の
維
持
強
化

は
増
大
す
る
国
家
の
銭
貨
必
要
量
を
そ
れ
に
対
応
し
て
調
達
し
て
行
く
税
財
制
を
確
立
し
運
営
し
得
る
か
否
か
に
大
き
く
繋
っ
て
来
る
。
両
税

法
の
銭
納
原
則
は
、
現
実
に
は
常
に
大
幅
巨
額
の
折
色
徴
納
を
以
て
運
営
せ
ら
れ
て
い
た
と
は
云
ぇ
、
そ
の
折
徴
率
の
高
下
に
よ
っ
て
税
入
面

紛
炎
の
両
税
法
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見
届
原
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と
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に
於
げ
る
銭
の
数
量
を
操
作
し
、
国
家
の
需
要
に
対
応
し
て
行
け
る
筈
の
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
貨
幣
経
済
の
躍
進
期
を
な
す
当
時
の
大
勢
に

対
処
し
て
国
家
の
権
力
を
維
持
強
佑
す
る
上
に
充
分
寄
与
し
得
可
き
原
則
で
あ
っ
た
と
云
え
る
。
然
し
銭
納
原
則
採
用
の
由
来
が
資
産
評
定
・

税
額
算
定
の
技
術
的
な
便
宜
か
ら
採
用
せ
ら
れ
た
銭
数
制
の
延
長
的
処
置
た
る
こ
と
に
主
因
を
お
い
た
一
－
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

こ
の
銭
納

原
則
に
対
し
、

そ
の
採
用
の
当
初
か
ら
貨
幣
経
済
発
達
の
時
流
に
対
応
す
る
国
家
握
力
強
化
の
働
き
を
期
待
し
、

そ
の
意
図
を
意
識
的
に
含
ま

せ
て
い
た
か
否
か
は
濯
か
に
推
断
し
か
ね
る
様
に
思
わ
れ
る
。
然
し
銭
納
原
則
が
有
つ
政
権
強
化
へ
の
効
果
は
両
税
法
の
施
行
後
久
し
か
ら
ず

し
て
著
現
し
、
時
人
に
よ
っ
て
よ
く
認
識
せ
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
幾
多
の
問
題
を
惹
き
起
し
て
い
る
。

そ
の
詳
細
な
実
証
は
此
所
に
論
述
す
る
遣
な

く
、
更
め
て
専
考
す
る
外
な
い
が
、
只
そ
の
一
例
と
し
て
禁
銭
問
題
を
比
の
立
場
か
ら
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。

禁
銭
と
は
藩
・
州
が
そ
の
管
内
に
在
る
銅
銭
の
境
外
へ
の
現
送
を
禁
遇
妨
碍
す
る
を
云
い
、
主
と
し
て
藩
鎮
が
そ
の
強
大
な
実
力
を
侍
ん
で

敢
行
し
た
も
の
で
、
中
央
政
府
の
禁
制
反
覆
も
効
果
な
く
、
中
に
は
自
領
内
に
あ
る
中
央
政
府
所
属
の
銅
銭
を
中
央
が
京
師
に
現
送
す
る
こ
と

住
れ

さ
え
真
向
か
ら
反
対
す
る
者
が
あ
り
、
天
下
請
藩
に
流
行
し
て
一
大
時
弊
を
な
し
て
い
た
。
藩
鎮
は
銭
と
共
に
主
穀
の
境
外
流
出
を
も
嫌
い
、

中
央
用
と
し
て
の
漕
運
米
等
を
抑
え
た
例
は
な
い
が
、
外
部
の
商
人
が
買
い
出
す
こ
と
を
妨
げ
、
こ
れ
を
閉
耀
と
い
い
、
や
は
り
全
国
的
な
通
弊

と
な
っ
て
い
た
。
主
穀
の
持
出
し
禁
止
が
自
領
の
経
済
生
活
安
定
を
策
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
云
う
迄
も
な
い
が
、

禁
銭
も
同
様
で
あ
っ

て
、
そ
れ
は
中
央
に
対
し
て
遠
心
的
な
傾
向
を
有
つ
藩
鎮
の
実
力
強
佑
策
に
連
る
も
の
で
あ
っ
た
。
但
し
禁
銭
の
流
行
は
両
税
法
の
施
行
以
後

に
起
っ
た
現
象
で
あ
る
。
そ
の
由
因
は
、
政
治
的
に
は
中
央
政
権
の
衰
弱
に
反
し
て
藩
鎮
な
る
強
大
な
地
方
割
拠
勢
力
が
現
れ
た
こ
と
に
在
る

が
、
経
済
的
に
は
銅
銭
鋳
造
能
力
の
限
界
が
激
増
す
る
需
要
に
追
い
つ
け
な
い
で
甚
し
い
銅
銭
の
不
足
を
漫
性
化
さ
せ
て
い
た
こ
と
に
あ
る
。

更
に
こ
の
銅
銭
不
足
の
因
と
な
っ
た
需
要
激
増
の
内
容
を
分
析
す
る
に
、

そ
れ
は
複
雑
な
要
素
か
ら
成
つ
て
は
い
た
が
、
最
大
要
因
と
見
る
可

き
も
の
は
財
政
需
要
の
激
増
に
在
っ
た
。
最
大
に
し
て
然
も
超
巨
額
の
銭
財
使
用
者
た
る
財
政
が
鎮
の
使
用
を
大
き
く
し
て
銭
に
対
す
る
需
要

を
激
増
せ
し
め
、

そ
れ
が
銅
銭
不
足
の
直
接
最
大
の
因
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
貨
幣
経
済
発
達
の
時
勢
に
対
応
し
て
政
権
の
維
持
強
佑
を



は
か
つ
て
行
く
為
め
に
は
財
政
に
於
け
る
銭
の
使
用
量
率
を
増
大
し
、
常
に
一
定
量
の
備
蓄
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
線
に

沿
っ
た
中
央
財
政
の
運
営
に
よ
っ
て
甚
し
い
銅
銭
の
不
足
が
全
国
的
に
漫
性
化
し
て
行
っ
た
と
す
れ
ば
、
強
大
な
遠
心
的
地
方
政
権
た
る
藩
鎮

が
中
央
の
こ
の
政
策
を
扶
手
傍
観
し
、
そ
れ
に
盲
従
す
る
筈
は
な
い
。
か
く
て
こ
れ
に
対
抗
し
、
領
内
の
銅
銭
保
有
量
を
維
持
増
大
せ
ん
と
し

た
の
が
禁
銭
で
あ
る
。
中
央
は
禁
銭
が
物
資
の
円
滑
な
流
通
を
妨
げ
、
国
民
経
済
の
健
全
な
発
達
を
担
害
し
、
国
家
財
政
の
運
営
に
も
支
障
を

与
え
る
も
の
と
し
て
禁
止
の
厳
命
を
反
覆
し
た
が
効
果
な
く
、
然
も
中
央
自
ら
は
京
城
外
及
び
関
外
へ
の
現
銭
持
出
し
を
禁
じ
、
中
央
直
轄
地

を
中
心
と
す
る
地
区
に
中
央
政
府
の
禁
銭
を
施
い
て
い
た
。
要
す
る
に
貨
幣
経
済
の
発
達
を
背
景
に
置
い
て
自
己
の
権
力
の
維
持
強
佑
を
は
か

る
為
め
に
、
互
に
措
抗
対
立
し
て
い
た
朝
廷
と
藩
鎮
と
が
銅
銭
の
徴
収
・
保
有
を
争
っ
て
展
開
し
た
の
が
禁
銭
問
題
で
あ
る
。

増
大
膨
脹
す
る
銅
銭
の
財
政
需
要
に
応
じ
て
こ
れ
を
吸
収
調
達
す
る
の
は
云
う
迄
も
な
く
税
で
あ
る
。
銅
銭
の
不
足
、
従
っ
て
禁
銭
の
流
行

が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
来
る
の
は
両
税
法
の
施
行
以
後
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
両
税
法
が
従
来
の
税
法
に
比
し
て
銭
の
実
徴
を
逮
に
大
き
く

し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
こ
の
実
銭
徴
収
率
の
増
大
は
当
然
そ
の
銭
納
原
則
に
由
来
し
て
い
る
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
果
し
て

然
ら
ぱ
、
両
税
法
の
銭
納
原
則
は
鏡
の
高
率
実
徴
を
前
提
と
し
て
採
用
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
税
法
運
営
の
技
術
的
な
要
請
か
ら
採
用
せ

ら
れ
た
錨
数
原
則
の
延
長
と
し
て
入
り
込
ん
で
来
た
・
も
の
で
あ
っ
て
、
当
初
よ
り
大
幅
高
率
の
折
色
徴
納
を
予
定
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
結
局
、
鋸
の
実
徴
を
大
き
く
増
大
せ
し
め
た
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
思
う
に
貨
幣
経
済
発
達
の
背
景
が
銭
納

原
則
の
運
営
に
対
す
る
当
初
予
定
の
折
色
徴
納
率
を
低
め
、
実
銭
の
徴
収
率
を
高
め
し
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
此
の
様
に
考
え
る
と
、
両
税
法
の

銭
納
原
則
は
此
の
実
銭
徴
収
額
を
増
大
せ
し
め
る
制
度
的
根
拠
の
役
割
を
果
し
た
も
の
と
し
て
、
貨
幣
経
済
発
達
の
時
勢
に
対
応
し
た
中
央
政

権
の
強
佑
に
貢
献
し
て
い
た
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
乍
ら
両
税
法
の
施
行
後
実
証
的
に
認
め
ら
れ
た
此
の
銭
納
原
則
の
実
銭
徴
収

増
進
に
よ
る
中
央
政
権
強
化
へ
の
貢
献
が
両
税
法
の
立
案
当
初
か
ら
意
識
せ
ら
れ
期
待
せ
ら
れ
て
い
た
乙
と
を
認
証
し
得
る
史
料
は
見
出
し
難

く
、
叉
此
の
原
則
採
用
の
由
来
か
ら
も
か
く
推
断
す
る
こ
と
は
爵
膳
せ
ら
れ
る
。

楊
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の
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四

両
税
法
に
よ
る
実
銭
の
増
収
が
貨
幣
経
済
発
達
の
時
流
に
国
家
財
政
を
適
応
せ
し
め
て
行
っ
た
貢
献
は
充
分
認
識
せ
ら
れ
乍
ら
、
当
初
に
増

大
せ
ら
れ
た
実
銭
徴
収
率
は
憲
宗
時
代
に
可
成
り
強
く
押
し
下
げ
ら
れ
、
折
色
徴
納
率
を
引
上
げ
て
い
る
が
、

一
見
、
時
代
に
逆
行
す
る
此
の

処
置
は
、

一
方
に
権
塩
法
・
権
酒
法
等
専
売
制
度
の
発
達
が
あ
り
、
実
銭
徴
納
を
此
の
専
売
法
に
強
佑
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
財
政
運
営
に
於

け
る
銅
銭
収
入
の
総
量
的
減
少
を
充
分
防
ぎ
得
た
為
め
に
断
行
し
得
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
両
税
法
の
実
銭
徴
収
率
を
押
し
下
げ
た
の
は
、

課
税
の
対
象
の
大
部
分
を
占
め
る
農
民
層
に
貨
幣
経
済
の
浸
潤
が
行
き
わ
た
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
代
替
的

補
足
を
専
売
税
の
実
銭
徴
収
強
佑
に
求
め
た
の
は
、
対
象
が
す
べ
て
商
人
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
c

両
税
法
の
施
行
後
に
於
け
る
銅
銭
不
足
の
激
佑
は
必
然
的
に
銭
価
の
掃
騰
、
即
ち
物
価
の
暴
落
を
惹
き
起
し
、
そ
こ
か
ら
数
々
の
深
刻
な
問

題
が
政
治
・
社
会
・
経
済
の
各
部
面
に
叢
生
し
、
為
政
者
を
し
て
対
策
に
寓
心
せ
し
め
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
の
対
策
を
通
観
す
る
に
、
銅
銭
徴

収
率
額
の
増
大
、
及
び
そ
こ
か
ら
起
る
可
き
右
の
諸
事
態
を
予
想
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
ふ
し
は
認
め
ら
れ
な
い
。
思
う
に
、
銭
納
原
則
を
両

税
法
に
採
入
れ
た
当
初
に
於
い
て
は
、
貨
幣
に
対
す
る
経
済
学
的
知
識
や
そ
の
基
礎
と
な
る
過
去
の
経
験
が
余
り
に
も
乏
し
く
、
単
税
制
下
の

銭
納
原
則
が
粛
す
効
果
や
影
響
に
就
い
て
の
充
分
な
知
識
や
予
測
を
も
っ
て
お
ら
ず
、
ロ
ハ
税
制
の
奈
乱
を
鐙
草
す
る
為
め
の
新
税
制
に
量
出
制

入
・
資
産
対
応
均
率
賦
課
等
の
諸
原
則
を
採
入
れ
、
そ
れ
を
遂
行
す
る
上
に
最
適
な
銭
数
制
を
採
用
し
た
こ
と
の
延
長
と
し
て
銭
納
原
則
を
取

入
れ
、
当
時
の
銅
銭
流
通
の
発
達
程
度
か
ら
ど
う
に
か
運
営
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
と
の
見
通
し
だ
け
を
頼
り
に
出
発
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
従
つ

て
当
初
は
大
幅
高
率
の
折
色
徴
納
を
考
え
て
は
い
た
が
、
本
色
の
実
錨
徴
収
率
の
拡
大
を
意
図
し
て
は
お
ら
ず
、
ま
し
て
そ
れ
か
ら
起
る
問
題

等
に
就
い
て
は
夢
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
所
が
貨
幣
経
済
躍
進
の
時
勢
を
反
映
し
て
実
銭
徴
納
率
が
意
組
外
に
の
び
、
そ
こ
か

ら
一
方
に
種
々
の
問
題
が
生
じ
て
対
策
に
苦
し
む
と
云
う
面
を
生
じ
た
が
、
同
時
に
こ
の
徴
収
率
量
の
拡
大
が
時
勢
に
対
応
し
て
中
央
政
権
の

維
持
強
化
に
有
効
で
あ
り
必
要
で
も
あ
る
こ
と
を
知
る
を
得
、
物
価
対
策
そ
の
他
の
立
場
か
ら
折
色
率
量
を
増
し
実
銭
徴
納
率
を
押
下
げ
ね
ば

な
ら
な
く
な
っ
た
際
に
も
実
銭
の
減
収
を
最
終
的
に
防
が
ん
と
し
て
専
売
税
に
そ
の
代
り
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
所
で
中
央
が
政
権
の
維
持



強
ル
加
に
実
銭
増
収
の
必
要
を
知
得
し
た
時
、
藩
鎮
も
亦
此
れ
を
知
っ
て
禁
銭
を
行
い
、
銅
銭
を
め
ぐ
っ
て
中
央
と
藩
鎮
と
の
争
い
が
展
開
せ
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
両
税
法
の
銭
納
原
則
は
そ
の
立
案
の
際
に
窓
凶
せ
ら
れ
て
い
た
か
否
か
は
別
と
し
て
、
結
果
に
於
い
て
振

切
に
役
立
て
ら
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
滞
鎮
の
抵
抗
が
あ
っ
た
こ
と
に
け
は
紛
れ
な
い
史
実
で
あ
っ
た
と
一
五
え
る
の
で
あ
る
。

結

語

楊
炎
の
両
税
法
は
少
く
と
も
六
つ
の
大
き
な
原
則
の
上
に
立
ち
、
そ
の
う
ち
単
税
・
両
回
限
月
徴
収
・
量
出
制
入
・
戸
産
対
応
均
一
平
賦
課
の

四
原
則
は
両
税
法
の
骨
怖
を
構
成
し
、
此
の
税
法
を
構
成
面
で
特
色
‘
つ
け
て
い
た
基
本
的
原
則
で
あ
り
、
見
届
及
び
銭
数
・
銭
納
の
両
原
則
は

両
税
法
の
実
施
に
合
理
的
且
つ
強
力
的
成
果
を
挙
げ
し
め
る
為
め
の
巡
常
上
の
原
別
で
あ
り
、
此
の
税
法
を
運
営
面
で
特
色
づ
け
て
い
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
ら
六
原
則
の
上
に
立
つ
両
税
法
は
、
中
悶
の
貨
幣
経
済
が
将
に
大
発
展
に
向
わ
ん
と
し
つ
つ
あ
っ
た
時
代
の
大
勢
を
背
鼠
に
置

い
て
、
そ
れ
迄
素
乱
の
械
に
達
し
て
い
た
税
制
の
整
理
、
そ
の
簡
潔
公
正
化
を
は
か
り
、
唐
朝
政
権
の
瀕
死
的
衰
弱
、
滞
鎮
の
飛
揚
蹴
居
、
計

帳
戸
数
（
従
っ
て
丁
口
・
旧
畝
数
）
の
激
減
等
、
累
近
一
す
る
現
前
の
最
悪
条
件
の
下
に
、
そ
れ
ら
一
切
の
弊
害
を
一
掃
し
振
朝
抑
務
の
実
を
挙

げ
る
為
め
の
革
新
政
策
の
一
環
と
し
て
断
行
せ
ら
れ
た
劃
期
的
な
革
新
税
法
で
あ
り
、
従
っ
て
六
原
則
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
革
新
的
意
義
を
も

ち
乍
ら
も
、
課
税
の
合
理
佑
・
公
平
化
と
振
朝
抑
務
と
の
二
大
同
的
に
沿
う
共
通
面
を
も
併
せ
有
し
て
い
た
。
本
稿
の
考
察
は
こ
こ
塩
を
範
閤

と
し
て
い
る
が
、
問
題
は
決
し
て
こ
こ
に
尺
？
き
て
い
る
の
で
は
な
い
。

こ
れ
ら
の
諸
原
則
に
立
つ
両
税
法
を
実
施
す
る
為
め
の
制
度
組
織
や
そ

れ
に
よ
っ
て
現
実
に
巡
ば
れ
た
巡
営
の
実
相
等
を
考
究
し
、
時
勢
に
対
」
め
し
て
先
ず
現
れ
る
筈
の
巡
営
一
出
の
推
移
や
そ
れ
に
伴
う
制
度
組
織
の

修
正
改
変
等
に
E

利
い
て
そ
の
有
無
実
相
を
究
明
し
、
そ
れ
が
諸
原
則
に
ど
の
様
に
は
ね
返
っ
て
行
っ
た
か
、
換
言
す
れ
ば
当
初
の
持
原
則
の
そ

の
後
に
於
け
る
修
正
改
変
の
有
無
実
相
は
ど
の
様
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
叉
少
く
な
く
と
も
六
つ
の
革
新
的
な

大
原
則
を
統
合
刺
殺
し
て
周
到
に
練
り
上
げ
ら
れ
た
楊
炎
の
両
税
法
は
、
そ
の
統
合
調
整
者
こ
そ
楊
炎
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
只
楊
炎
一
人
の

彬
炎
の
両
税
法
の
見
届
原
則
と
鉱
数
・
鋭
納
原
則

五



楊
炎
の
両
税
法
の
見
居
原
則
と
銭
数
・
錨
納
原
則

~ ノ、

頭
脳
の
み
か
ら
い
き
な
り
生
み
出
さ
れ
た
と
は
考
え
難
く
、
比
れ
だ
け
の
完
成
を
見
る
前
に
、
現
実
の
必
要
に
よ
っ
て
施
行
せ
ら
れ
て
い
た
諸

税
法
の
中
に
萌
芽
的
・
部
分
的
乃
至
傾
向
的
に
現
れ
、
叉
は
分
散
的
に
行
わ
れ
て
い
た
所
を
参
考
と
し
。
そ
れ
ら
を
取
捨
し
、
育
成
拡
大
し
、

法
制
佑
し
て
綜
合
的
に
仕
上
げ
た
も
の
と
解
す
る
外
な
い
か
ら
、
そ
れ
ら
の
蔚
芽
的
・
部
分
的
・
傾
向
的
諸
要
素
を
有
っ
た
従
来
の
諸
税
法
を

と
り
上
げ
、
両
税
法
と
の
関
係
に
於
い
て
深
く
考
祭
し
、
そ
れ
が
両
税
法
に
統
合
帰
一
せ
ら
れ
て
て
行
く
過
程
を
明
か
に
す
る
乙
と
が
必
要
で

キのヲ。。

つ
ま
り
六
原
則
の
由
来
を
辿
り
つ
つ
両
税
法
成
立
の
由
来
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
で
あ
る
。
乙
の
成
立
過
程
の
考
察
は
両
税
法
と
そ
の

つ
ま
り
両
税
法
実
施
の
組
織
や
運
営
等
の
実
相

諸
原
則
と
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
上
に
大
き
く
役
立
つ
こ
と
、
更
め
て
云
う
迄
も
な
い
。

と
そ
の
推
移
、
及
び
成
立
迄
の
過
程
が
諸
原
則
の
理
解
を
深
め
る
上
に
必
要
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
両
税
法
成
立
過
程
の
研
究
は
両
税

究
は
根
の
な
い
砂
上
の
楼
閣
と
云
わ
れ
で
も
仕
方
が
な
い
。

法
そ
の
も
の
の
理
解
、
特
に
諸
原
則
の
理
解
な
く
し
て
は
絶
対
に
不
可
能
で
あ
っ
て
、
此
の
当
然
の
道
理
を
弁
え
な
い
両
税
法
成
立
過
程
の
研

註

1
、
額
戸
数
に
就
い
て
は
、
両
税
法
時
代
に
於
げ
る
唐
の
統
計
．
戸
口
数
の

研
究
に
含
め
て
詳
考
す
る
予
定
で
あ
る
。

2
、
堪
煮
科
戸
と
担
税
一
戸
と
の
関
係
は
業
科
の
問
題
と
し
て
別
に
考
究
す

べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
乙
の
場
合
は
担
税
戸
と
同
義
に
見
て
差
支
え

な
い
。
そ
の
証
諭
は
史
め
て
取
扱
い
た
い
所
存
で
あ
る
。

3
、
肩
代
の
土
客
制
に
就
い
て
は
「
唐
代
の
客
戸
士
戸
化
政
策
」
と
題
す

る
別
摘
を
組
ん
で
い
る
の
で
、
機
脅
見
て
発
表
し
た
い
心
組
み
で
あ

る
。
尚
震
松
教
授
古
稀
記
念
・
九
大
東
洋
史
論
叢
所
識
の
拙
稿
「
天

宝
以
前
に
於
げ
る
尉
の
一
円
口
統
計
」
に
は
そ
の
大
雑
把
え
概
観
を
述

べ
て
い
る
。

4
、
「
有
田
産
農
桑
」
と
「
有
践
」
と
の
事
実
上
の
同
義
関
係
に
就
い
て

は
、
東
洋
学
報
四
一
巻
四
号
所
載
の
拙
稿
「
唐
代
両
税
法
の
対
象
資

産
と
賦
税
の
系
列
」
参
照
。

5
、
乙
乙
で
コ
一
年
一
定
一
戸
、
或
い
は
二
年
一
定
一
円
の
問
題
が
連
関
し
て
来

る
が
、
先
の
額
一
戸
数
の
問
題
と
共
に
両
税
法
時
代
に
於
け
る
唐
の
統

計
一
戸
口
数
の
研
究
に
於
い
て
一
括
詳
論
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
割
愛
す
る
乙
と
と
す
る
。

6
、
草
の
用
途
に
就
い
て
は
東
洋
史
学
四
輯
所
載
の
拙
稿
「
北
宋
時
代
に

所
謂
『
草
』
に
就
い
て
口
」
そ
参
照
。

7
、
腐
の
両
税
法
時
代
に
用
い
ら
れ
た
地
税
に
は
農
．
円
の
両
税
を
指
す
用

法
が
あ
り
、
そ
の
用
例
は
少
く
な
い
。
叉
そ
の
由
来
は
揚
炎
の
両
税

法
創
始
に
先
だ
っ
代
宗
時
代
に
求
め
ら
れ
る
。
詳
し
く
は
未
発
表
の

拙
稿
「
大
瞬
間
末
以
前
に
於
け
る
夏
税
・
秋
税
と
繭
税
法
の
成
立
過



刑
判
」
の
中
で
論
．
祉
し
て
い
る
。

8
、
折
の
訴
諸
問
訟
に
就
い
て
は
附
史
学
川
先
問
巻
三
け
所
載
の
拙
・
制

「
宋
代
の
防
潮
に
就
い
て
」
参
照
。

9
、
同
税
の
初
年
度
税
制
に
就
い
て
は
東
洋
学
制
限
一
二
八
巻
四
一
吋
所
械
の
拙

稿
「
揚
炎
の
両
税
法
に
於
げ
る
税
額
の
問
題
」
参
照
。

日
、
こ
の
こ
と
に
就
い
て
は
説
9
の
論
EV
人
に
詳
論
し
て
い
る
。

日
、
両
税
法
時
代
の
物
価
に
就
い
て
は
東
洋
史
学
十
二
輯
乃
至
十
四
輯
述

掛
炎
の
両
税
法
の
見
居
原
則
と
銭
数
・
銭
納
原
則

識
の
抑
制
「
両
税
法
と
物
倒
」
参
照
。

ロ
、
以
上
の
詳
細
も
亦
説
9
の
論
文
に
既
に
論
述
し
て
い
る
。

日
、
賭
代
両
税
法
以
前
に
於
け
る
税
財
政
の
鋭
数
制
発
達
に
就
い
て
は
別

稲
を
以
て
品
川
考
す
る
予
定
で
あ
る
。

日
、
禁
銭
の
詳
細
に
就
い
て
は
史
淵
十
九
輯
所
載
の
捌
稿
「
唐
代
の
閉
懇

と
禁
銭
」
参
照
。

七



The principles of payment at the residental place 

and of payment in copper coins in the Liang-shui 

tax system (jilijffl5!) proposed by Yang-Yen (ti~) 

Kaizaburo HINO 

1 -

Under the Liang-shui tax system which did not approve any tax­

exemption of property holders, all propertied families (Min-hu _a\p) 

had to resister their domiciles at their residential places and pay tax 

at the place. This is the principle of payment at the residential place. 

And the valuation of property and the assessment of the tax-take 

which was imposed in accordance with the former were all indi.::ated 

by the number of copper coins, and taxes were payed in the latter as 

the formal payment 

However, it was approved that taxes were to be payed instead of 

copper coins, by these requisites of the state such as com, flax, silk 

and others. And as a matter of fact, this kind of payment by proxy 

was rather prevalent. This is the principle of payment in copper 

coins. 

The Liang-Shui tax systfm stead on at least six principles. The 

four of them were the fundamental principles which constituted the 

Liang-shui tax system. 

These two principles, here taken up, were those of its administration. 
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